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目
　
　
　
　
次

序
各
国
地
域
間
題
の
概
観

Ｅ
Ｃ
全
体
と
し
て
見
た
地
域
経
済
の
構
造

Ｅ
Ｃ
の
地
域
政
策
（
以
上
前
号
）

オ
ラ
ソ
ダ
の
地
域
政
策
（
以
下
本
号
）

独
仏
国
境
地
域
の
間
題

前
号
に
お
い
て
各
国
の
地
域
経
済
問
題
を
概
観
す
る
真
に
・
Ｃ
全
体
と
し
て
の
地
域
経
済
の
構
造
と
・
・
と
し
て
の
地
域
政
策

を
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
は
地
域
政
策
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
っ
っ
も
、
こ
を
で
は
禽
の
レ
ベ
ル
で
の
政
警
す
ぎ
な
か
一
を

と
、
。
。
と
し
て
地
域
政
策
の
出
現
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
っ
っ
も
、
な
お
禽
問
の
利
害
の
対
立
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ

た
。
前
編
を
総
論
と
す
る
奮
ば
、
本
稿
は
そ
の
各
論
と
な
る
。
オ
ラ
ソ
ダ
の
地
域
政
策
の
主
要
な
部
分
は
治
水
対
策
を
軸
と
し
た

総
合
開
発
政
策
で
あ
り
、
・
・
の
地
域
政
策
と
し
て
は
最
缶
く
、
か
つ
成
果
を
お
さ
め
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
：
一
ル
ギ
ー

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
Ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
五
巻
・
竺
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
二
〇
一

簑
い
て
は
二
っ
又
は
三
っ
の
言
証
毘
域
の
間
題
と
こ
れ
と
複
雑
に
か
ら
ん
だ
南
部
ワ
ロ
ソ
地
方
の
石
炭
．
鉄
鋼
業
と
北
部
の
臨
海

工
業
と
の
産
業
構
造
の
変
化
を
と
差
う
異
民
族
間
の
対
一
皿
と
い
う
政
治
問
題
の
解
決
が
、
地
域
の
大
幅
奮
治
を
含
ん
だ
地
域
政

策
と
い
う
形
を
と
一
て
現
わ
れ
て
い
る
・
フ
ラ
ソ
ス
の
問
餐
パ
リ
に
対
す
る
過
度
の
集
中
対
策
が
地
域
政
策
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

地
方
分
権
化
と
い
う
よ
り
も
中
央
の
政
策
に
よ
一
て
お
し
進
め
ら
れ
る
地
域
政
策
で
あ
り
、
西
ド
イ
ツ
と
の
対
照
で
、
面
白
く
、
そ

の
地
域
政
策
を
特
に
東
部
地
方
・
即
姦
仏
墨
地
域
の
間
題
と
し
て
と
ら
え
て
見
る
。
こ
の
よ
う
畠
別
の
地
域
政
策
の
間
題
点

を
深
め
な
が
ら
・
そ
の
力
点
が
国
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
Ｅ
Ｃ
と
し
て
の
政
策
の
共
通
化
が
如
何
に
困
難
た
も
の
で

あ
る
か
を
見
て
前
号
に
お
げ
る
所
論
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｖ
　
オ
ラ
ソ
ダ
の
地
域
政
策

オ
ラ
ソ
ダ
は
既
に
前
号
で
概
説
し
た
よ
う
に
四
つ
の
地
域
募
か
れ
て
言
、
西
部
地
域
一
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
ロ
ツ
テ
ル
ダ
ム
一

い
た
る
オ
ラ
ソ
ダ
の
中
心
部
）
に
農
業
及
び
工
業
を
含
め
た
経
済
活
動
が
集
中
し
て
お
り
、
他
地
域
と
の
較
差
は
か
な
り
大
き
い
。
低

開
発
地
域
と
し
て
特
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
北
部
一
グ
ニ
ソ
ゲ
ソ
、
フ
リ
ゾ
ソ
、
ド
レ
ソ
テ
一
の
農
業
催
と
、
南
部
、
特
に

リ
ソ
ブ
ル
グ
の
斜
陽
化
地
域
で
あ
る
・
こ
れ
と
は
別
に
オ
ラ
ソ
ダ
は
古
く
か
ら
治
水
政
策
と
し
て
の
地
域
政
策
と
土
地
改
良
を
行
な

っ
て
お
り
・
今
世
紀
で
は
冒
巨
¢
昌
８
計
画
と
デ
ル
タ
計
画
が
実
施
さ
れ
、
農
業
、
工
業
を
含
め
た
総
合
的
開
発
計
画
を
推
進
し

て
お
り
・
都
市
計
画
・
道
路
計
画
も
あ
わ
せ
て
、
Ｎ
巨
箒
冨
８
計
画
は
北
部
の
隔
絶
さ
れ
た
フ
リ
ゾ
ソ
を
首
都
圏
に
・
近
づ
げ
、
デ
ル

タ
計
画
は
南
部
の
孤
島
言
ツ
テ
ル
ダ
ム
エ
業
圏
の
中
に
包
接
し
つ
つ
国
土
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
本
章
で
は
特
に
。
一
匡
。
、
、
。
、

計
画
と
デ
ル
タ
計
画
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
。



　
　
　
　
１
　
水
と
の
た
た
か
い
の
歴
史

曽
ｏ
＝
｝
邑
（
く
ぽ
地
）
、
　
オ
ｇ
ぎ
｛
竃
ｐ
勺
葛
－
げ
娑
（
低
地
）
と
い
う
名
前
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ラ
ソ
ダ
は
海
水
面
よ
り
低

い
と
こ
ろ
が
多
く
、
国
土
の
約
半
分
が
満
潮
時
の
水
位
よ
り
低
い
１
と
こ
ろ
に
あ
り
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
主
要
な
都
市
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ハ
ー
グ
、
ラ
ィ
デ
ソ
、
デ
ル
フ
ト
、
ハ
ー
レ
ム
な
ど
）
や
主
要
な
農
地
が
海
面
下
に
あ
り
、
人
口
の
六
〇
％
が
そ
こ
で
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
海
水
の
浸
入
か
ら
土
地
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
丘
や
堤
防
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
自
然
の
破
壊
力
は
大
き
く
、
こ
の
堤
防
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
壌
し
て
屡
々
海
水
が
浸
入
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
の
一
局
面
は
水
と
の
闘
い
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
史
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
オ
ラ
ソ
ダ
の
南
西
部
分
は
シ
ェ
ル
デ
河
（
乙
っ
ｏ
ぎ
巨
¢
）
、
マ
ー
ス
河
（
峯
｝
芭
、
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
イ
ソ
河
（
穿
９
目
）
の
三
角
州
地
帯
で
、
河
口
で
多
く
の
島
を
形
成
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
る
。
海
岸
線
に
沿
っ
て
中
央
か
ら
東
北
の
部
分
は
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
質
又
は
泥
炭
質
の
土
壌
で
、
強
い
海
流
に
対
す
る
低
抗
力
が
弱
く
、
沿
岸
州
は
幾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
度
か
の
嵐
で
こ
わ
さ
れ
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
諾
島
を
形
成
し
、
海
水
は
そ
の
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
低
地
に
侵
入
し
て
オ
註
箒
旨
窪
と
な
っ
た
。
現
在
陸
地
（
ポ
ル
ダ
ー
）
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
地
方
も
湖
や
沼
地
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
人
が
紀
元
前
四
〇
〇
年
頃
か
ら
こ
の
地
に
住
み
こ
み
、
彼
等

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
一
一
二
）

が
海
と
の
闘
い
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。
彼
等
は
高
潮
か
ら
守
る
た
め
人
口
的
な
丘
（
宗
昌
ま
｛
彗
）
を
構
築
し
、
そ
の
上
に
人
家

や
教
会
を
建
て
た
。
テ
ル
ベ
ソ
は
東
北
地
方
に
は
未
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
の
大
き
た
も
の
は
海
抜
一
〇
米
近
く
の
高
さ
で
一
〇
そ
二

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ヵ
バ
ー
し
て
い
る
。
や
が
て
彼
等
は
こ
の
テ
ル
ペ
ソ
を
連
絡
し
て
っ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
帯
状
の
堤
防

（
ダ
ィ
ク
、
ｏ
涛
）
を
構
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
時
に
オ
ラ
ソ
ダ
独
特
の
概
念
で
あ
る
ポ
ル
ダ
ー
が
っ
く
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
ポ
ル
ダ
ー
の
管
理
に
は
水
位
の
調
節
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
大
体
紀
元
一
、
○
○
○
年
位
迄
に
フ
リ
ー
ズ
ラ
ソ
ド
全
体
が
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ク
で
覆
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ダ
イ
ク
は
水
の

侵
入
を
防
ぐ
と
共
に
人
、
家
畜
、
車
の
交
通
に
１
も
役
立
っ
た
。
一
五
世
紀
の
初
頭
に
風
車
を
排
水
に
利
用
す
る
技
術
が
考
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ポ
ル
ダ
ー
の
水
位
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の
沼
地
が
千
拓
さ
れ
た
。

　
　
（
１
）
　
ポ
ル
ダ
ー
は
海
、
湖
、
沼
地
を
干
拓
し
て
得
ら
れ
た
土
地
で
あ
る
。
ダ
イ
ク
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
外
部
か
ら
の
水
の
侵
入
が
阻
止
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。
低
地
の
た
め
水
が
し
み
出
る
よ
う
に
わ
き
出
し
て
来
る
の
で
、
排
水
の
為
の
溝
を
縦
横
に
掘
り
、
ポ
ソ
ピ
ソ
グ
・
ス
テ
ー
シ
ヨ

　
　
　
　
ソ
の
ポ
ソ
プ
で
人
口
的
な
排
水
を
行
な
プ
の
で
あ
る
。
周
囲
の
水
利
体
系
と
は
か
く
離
さ
れ
、
一
定
の
水
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
排

　
　
　
　
水
溝
の
大
き
な
も
の
は
運
河
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
オ
ラ
ソ
ダ
北
部
で
は
０
０
９
晶
竃
（
崖
墨
）
、
≧
庁
昌
§
『
（
旨
震
）
、
思
Ｏ
冒
。
。
け
買
（
畠
旨
）
、
巾
冒
昌
胃
（
畠
竃
）
、

オ
◎
『
昌
胃
（
Ｈ
Ｓ
ｏ
）
、
ｃ
ｏ
ｏ
プ
９
昌
睾
（
Ｈ
竃
閉
）
な
ど
に
ポ
ル
ダ
ー
が
出
現
し
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
黄
金
時
代
に
一
三
五
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
が
獲
得
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
蒸
気
機
関
が
考
案
さ
れ
、
蒸
気
を
利
用
し
た
ポ
ソ
ピ
ソ
グ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
が

導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
干
拓
事
業
は
一
層
大
観
模
化
し
た
。
そ
し
て
ハ
ー
レ
ム
海
｝
§
ユ
ｏ
昌
峯
８
Ｈ
の
干
拓
（
Ｈ
。
◎
お
ー
Ｈ
。
◎
。
◎
Ｎ
）

が
可
能
と
な
り
、
一
八
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
レ
ム
海
の
干
拓
は
オ
ラ
ソ
ダ
の
干
拓
事
業
に

大
き
な
自
信
を
与
え
、
更
に
大
き
な
挑
戦
へ
と
進
ま
せ
る
。
こ
れ
が
今
世
紀
の
巨
大
な
事
業
で
あ
っ
た
。



　
オ
ラ
ソ
ダ
の
海
に
対
す
る
攻
防
戦
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
具
合
に
成
功
裏
に
の
み
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
・
嵐
に
よ
り
・
高
潮

’
に
よ
り
、
強
い
海
流
に
よ
り
、
地
盤
の
沈
下
に
よ
り
、
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
、
屡
々
浸
水
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
・
容
赦
な
い
自

然
の
猛
雀
対
す
る
必
死
の
戦
い
で
あ
つ
た
。
今
迄
の
大
き
な
災
害
と
し
て
は
壷
二
年
、
二
月
一
九
ポ
の
も
の
が
歴
史
的
に

美
き
書
の
で
、
・
。
身
一
－
。
蚤
、
の
大
災
害
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
墨
邑
の
堤
防
が
海
に
崩
れ
・
防
ぎ
よ
う
が
な
い

妻
に
六
五
の
村
と
一
万
人
の
人
が
海
に
の
み
込
ま
れ
を
の
で
あ
る
。
最
近
に
い
た
一
て
夷
害
は
た
え
ず
二
七
七
五
年
二

八
○
八
年
、
一
八
九
四
年
、
一
九
一
六
年
、
一
九
五
三
年
と
一
世
紀
の
う
ち
に
一
～
二
度
は
必
ら
ず
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い

み
。
最
後
の
一
九
五
三
年
百
三
百
の
災
虫
一
は
激
し
い
風
に
よ
っ
て
高
潮
が
陸
の
方
に
吹
き
っ
げ
・
堤
防
が
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
つ
て
決
壊
し
た
も
の
で
、
三
一
〇
、
○
○
〇
一
ク
タ
ー
ル
の
肥
沃
な
土
地
が
冠
水
し
、
二
〇
、
○
○
○
匹
の
牛
二
七
五

〇
匹
の
馬
を
は
じ
め
数
万
の
家
畜
が
死
亡
し
、
六
〇
万
人
の
罹
災
者
と
二
〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
・
物
的
損
害
は
二
〇
億
ギ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ー
に
達
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
４
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
害
　
　
　
防
水
事
業
は
何
れ
も
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、
巨
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
災
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
月
　
　
の
経
費
と
労
力
ど
時
問
と
が
必
要
で
あ
り
、
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
８
年
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
３
印
　
事
業
と
し
て
も
難
事
業
で
あ
る
。
そ
の
計
画
を
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
９
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
島
で
通
過
さ
せ
る
の
巻
易
で
は
な
い
。
し
か
し
右
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
１
６
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
位
　
見
た
よ
う
な
災
害
を
見
れ
ば
、
再
び
こ
の
惨
事
を
繰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
返
す
ま
い
と
い
う
国
を
あ
げ
て
の
願
い
が
、
巨
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
と
な
っ
て
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
一
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
蛋
・
第
一
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
二
四
一

に
二
四
一
二
年
の
大
災
害
を
経
た
あ
と
で
排
水
用
の
肇
が
大
・
的
に
導
入
さ
れ
、
こ
れ
竺
六
～
一
七
世
紀
の
干
拓
事
業
の
契

機
と
た
一
て
お
り
・
又
一
九
一
八
年
に
塞
竃
・
・
計
票
着
手
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
年
の
災
害
の
直
後
で
あ
り
、
デ
ル
タ
計
画

遂
行
の
た
め
の
デ
ル
タ
委
員
会
が
設
置
１
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
三
年
で
こ
れ
も
大
災
害
の
直
後
で
あ
っ
た
。

２
　
ヅ
イ
ダ
ー
ゼ
ー
計
画

オ
ラ
ソ
ダ
の
凄
中
央
部
に
大
き
く
入
り
込
ん
だ
湾
が
あ
り
、
ヅ
ィ
ダ
ー
ゼ
ー
一
・
冒
毘
竃
一
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
第
。
図
参

照
）
・
こ
の
湾
を
そ
の
入
口
の
と
こ
ろ
で
締
切
っ
１
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
こ
の
計
画
で
あ
る
。
Ｎ
一
巨
。
、
、
。
。
を
閉
じ
て
し
ま
う
と

い
う
考
え
は
一
七
世
紀
に
始
茎
。
す
な
わ
ち
最
初
の
整
備
計
画
は
二
一
六
七
年
に
く
わ
だ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
は

当
時
に
お
い
て
は
技
術
的
に
も
、
経
済
的
に
も
不
可
能
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
格
的
な
計
画
と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
は
一
八
九
一
年
、
技
術
者
９
§
一
誓
。
三
董
－
嚢
一
に
よ
一
て
提
出
さ
れ
た
の
が

初
め
て
で
あ
る
二
の
計
画
は
当
時
の
治
水
大
臣
に
ょ
一
て
実
現
可
能
篭
の
と
し
て
承
認
さ
れ
た
が
、
予
算
上
の
手
続
き
が
っ
か

ず
・
実
際
に
実
現
に
う
っ
さ
れ
た
の
は
一
九
一
八
年
で
、
一
九
一
六
年
の
大
洪
水
を
経
た
げ
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
。

　
そ
の
目
的
は
三
つ
あ
る
。

　
ｃ
ｏ
湾
の
沿
岸
を
お
び
や
か
す
洪
水
を
治
め
る
こ
と

の
二
二
五
・
○
○
〇
一
ク
タ
ー
ル
の
肥
沃
生
地
毒
る
こ
と
。
即
ち
次
の
よ
差
ポ
ル
ダ
ー
で
あ
る
。
き
、
、
一
、
・
。
、
、
昌
、
、
、

　
　
塞
。
ミ
；
一
亘
二
…
中
・
亀
・
泰
一
婁
姜
一
－
婁
書
－
ヨ
・
き
目
二
岬
…
。
、
、
一
し
芦
巨
。
幕
．
冒
、
く
。
一
ゆ
、
。

　
　
（
童
ｏ
ｏ
ｏ
ぎ
）
一
崖
實
ぎ
『
考
§
Ｈ
｛
（
８
一
◎
ｏ
◎
ぎ
）
で
あ
る
（
第
２
図
参
照
）
。
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欧
州
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同
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地
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経
済
間
題
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ｏ
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清
水
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ｅ
ｅ〃由

．
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Ｚ，ダンラオるけおに年
４
８

１
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
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一
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（
一

一
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〆
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．
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伽
Ｌ

Ｚ

ｂ
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戸
珍
涼

　
　
　
　
　
　
毛

　
妻
至
監
ヨ
ヨ
箏

　
　
つ

　
　
◎

　
　
　
　
　
り

１
　
　
　
／
ｏ

　
　
汐
・

耐
　
　
ク

　
ｎ
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

曲
　
霊

、
　
緯

　
　
　
　
　
　
　
一
群
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ｅ
ｅ〃
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ゆ
　
嘱
る
Ｎ
自
巨
、
、
、
。
。
を
淡
水
湖
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
塩
害
を
た
く
し
て
周
辺
め
土
地
を
一
層
有
効
に
使
用
す
る
と
共
に
灌
概

　
用
水
、
飲
料
用
水
、
工
業
用
水
の
供
給
源
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ル
ダ
ー
ご
と
に
工
事
の
進
展
と
内
容
を
要
約
し
て
見
よ
う
。

　
¢
　
オ
げ
ユ
お
胃
昌
８
｛
◎
巨
睾
と
緒
切
堤
防
（
声
邑
目
ま
津
）

工
噂
は
一
九
二
〇
年
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
工
事
は
考
庁
ユ
お
ｇ
島
を
本
土
に
っ
な
ぎ
、
ま
た
声
昌
の
邑
湖
を
っ
く
る
工
事
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
り
、
一
九
二
四
年
に
終
っ
た
。
ポ
ル
ダ
ー
の
干
拓
は
一
九
二
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
三
〇
年
迄
続
い
た
。
北
の
大
締
切
堤
防
の
建
設
は
一
九
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
年
に
着
手
さ
れ
、
フ
リ
ゾ
ソ
海
岸
か
ら
、
考
げ
ユ
お
胃
旨
８
｛
◎
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砒
　
｛
胃
か
ら
、
そ
し
て
こ
の
両
地
点
の
問
に
設
げ
ら
れ
た
人
口
島
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
　
ら
、
合
計
六
カ
所
の
地
点
か
ら
同
時
に
開
始
さ
れ
た
。
ダ
イ
ク
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
Ｎ
巨
ま
昌
８
の
土
中
（
９
斤
地
方
）
か
ら
と
れ
る
粘
土
で
こ
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝦
え
た
ブ
艀
ツ
ク
を
つ
か
つ
て
二
っ
の
外
壁
を
つ
く
り
、
そ
の
問
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
　
砂
を
流
し
込
ん
だ
。
表
面
を
更
に
レ
ソ
ガ
・
玄
武
岩
（
ド
ィ
ッ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
ら
輸
入
）
及
び
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
た
。
仕
事
が
進
む
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
海
流
は
狭
め
ら
れ
、
潮
の
満
干
に
よ
っ
て
流
出
入
す
る
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
も
の
す
ご
い
速
度
と
た
り
工
事
は
難
行
を
極
め
た
が
、
最
後
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
の
シ
ャ
ツ
タ
ー
で
閉
じ
ら
れ
、
堤
防
は
一
九
三
二
年
五
月
二
八

　
　
欧
外
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
一
一
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
一
号
）

是
完
成
し
た
・
こ
の
ダ
イ
ク
篶
二
・
く
二
ら
フ
ー
ゾ
ソ
箪
迄
三
・
キ
ロ
メ
、
ト
ル
長
び
、
巾
は
海
水
面
と
同
じ
高
さ

の
と
こ
ろ
で
九
。
メ
土
・
水
面
上
の
高
さ
七
メ
ー
－
ル
で
湾
内
は
海
か
ら
完
全
に
隔
讐
れ
た
新
し
い
湖
、
、
一
・
。
の
。
、
冒
、
。
、
と
た

一
た
二
一
の
湖
は
主
と
し
て
一
冨
一
河
に
よ
－
淡
奈
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
オ
ラ
ソ
ダ
の
海
岸
線
は
一
、
六
五
。
キ
ロ
メ

土
差
り
・
三
。
。
キ
一
メ
ド
ル
短
縮
さ
れ
ち
ダ
イ
ク
の
両
端
集
門
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
湖
水
の
海
一
の
排

水
を
可
齢
に
し
、
又
船
の
航
行
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
オ
・
邑
－
・
邑
－
亘
宥

こ
の
ポ
ル
ダ
ー
は
葦
膏
轟
一
忌
二
続
い
て
暮
嚢
の
干
拓
計
画
の
中
で
は
第
２
番
是
実
現
し
た
ポ
ル
ダ
、

で
四
九
・
。
・
・
一
ク
タ
ー
一
で
あ
る
。
帯
状
の
享
ク
が
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
。
年
に
か
げ
て
つ
く
け
れ
、
そ
の
“
さ
、
五

五
キ
一
メ
ー
ト
ル
・
く
一
奮
・
く
；
二
・
冒
毒
の
三
ヶ
所
萎
ポ
ソ
ピ
ソ
グ
．
ス
テ
、
シ
ヨ
ソ
で
葉
さ
れ
て
、
る
ポ

ル
ダ
ー
は
婁
葦
の
中
に
あ
る
二
一
の
小
さ
蓬
、
薫
と
…
ぎ
斤
、
弩
、
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
、
最
も
低
い
と
こ
ろ
は
海
イ

面
下
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
・
排
水
の
た
め
の
水
賂
と
延
長
五
・
・
キ
一
メ
、
ト
ル
に
及
ぶ
道
路
網
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
ポ
い
タ

ー
の
中
心
呈
要
都
市
ぎ
一
一
８
景
建
設
さ
れ
、
現
在
の
人
旦
万
二
…
人
で
、
こ
の
町
を
か
こ
ん
で
一
。
の
村
カ
円

移
に
点
在
し
て
い
る
二
九
四
二
年
か
ら
六
一
一
年
に
か
け
て
浄
化
さ
れ
、
肥
沃
蓬
地
と
な
つ
た
こ
の
ポ
ル
ダ
、
に
二
一
五
。
の
農

家
が
あ
る
・
区
画
割
は
計
画
的
で
幾
何
学
的
な
光
景
を
呈
し
て
い
る
。

　
　
　
目
ぎ
邑
一
婁
壽
い
二
考
澤
一

束
フ
一
ボ
ラ
ソ
ド
の
ポ
キ
は
塞
§
・
干
拓
の
第
・
段
階
を
構
成
し
て
い
る
。
話
…
ヘ
ク
タ
、
ル
の
面
積
で
一

九
五
。
上
九
五
七
年
毒
て
ダ
イ
ク
を
一
－
－
干
拓
し
た
。
帯
状
の
ダ
イ
ク
の
上
に
道
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
を
通
る



欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
　
　
（
清
水
）

－ダルポのドンラボレフ東４真写

と
見
わ
た
す
隈
り
膨
大
な
平
原
で
、
麦
畠
や
放
牧
場

と
な
っ
て
い
る
。
土
地
の
八
○
％
は
農
業
に
向
げ
ら

れ
、
一
〇
％
は
ブ
レ
リ
ー
、
一
〇
％
は
森
林
で
あ

る
。
東
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
の
西
北
に
つ
く
ら
れ
た
都
市

宗
与
９
邑
は
冒
巨
ｏ
冨
８
の
計
画
者
Ｏ
◎
旨
ｏ
豪

－
ｏ
写
の
名
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
都
市
で
あ

る
が
、
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
の
首
府
と
し
て
将
来
一
〇
万

人
規
模
の
大
都
市
に
す
る
予
定
で
現
在
す
で
に
着
々

と
入
植
が
す
す
み
、
都
市
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。

　
庸
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
は
穴
§
『
昼
斤
と
い
う
安
全
の

た
め
の
ダ
イ
ク
に
よ
っ
て
東
の
そ
れ
と
分
離
さ
れ
て

い
る
。
五
九
年
　
六
七
年
に
か
げ
て
っ
く
ら
れ
た
ダ

イ
ク
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
七
カ
月
の
干

拓
の
後
、
四
〇
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ
て

葦
の
種
ま
き
が
行
な
わ
れ
、
一
九
六
九
年
に
は
五
〇

〇
ヘ
ク
タ
■
ル
が
開
墾
さ
れ
、
油
菜
が
栽
培
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
二
一
〇
）

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

そ
の
後
も
入
植
及
び
区
画
整
理
が
行
な
わ
れ
っ
っ
あ
る
が
、
大
部
分
は
ま
だ
葦
原
で
あ
る
。

こ
の
ポ
ル
ダ
ー
は
半
分
が
農
業
用
・
あ
と
は
レ
ジ
ャ
ー
数
、
住
宅
地
域
、
工
業
地
芝
予
定
さ
れ
て
い
る
。
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
が

出
来
る
こ
と
に
よ
一
て
・
従
来
陸
地
一
又
は
．
星
・
胃
一
で
あ
一
た
地
祭
内
陸
化
し
、
嚢
が
変
化
し
た
り
乾
燥
し
た
り
す
る
の
を

防
ぎ
・
藩
用
水
を
確
保
す
る
た
め
・
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
と
本
土
と
の
問
に
帯
状
の
水
路
姦
し
、
従
来
の
ポ
ル
ダ
、
の
荒
廃
を
防
ぎ

．
つ
つ
・
こ
の
水
路
は
湖
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
て
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
＠
峯
胃
ぎ
暑
§
＆

婁
嚢
干
拓
の
最
後
の
計
画
と
し
て
呂
蚤
ぎ
＆
千
拓
が
あ
る
。
現
在
す
で
に
工
事
に
か
か
つ
て
お
り
、
堤
防
の
骨
組

み
が
一
都
で
き
て
い
る
が
・
全
体
と
し
て
は
未
だ
見
渡
す
限
り
の
湖
が
水
を
た
た
え
て
い
る
。
こ
こ
の
用
法
は
未
だ
不
確
定
で
あ
る

が
・
大
都
分
が
都
市
と
工
業
地
帯
、
レ
ク
リ
一
－
シ
ヨ
ソ
地
帯
窪
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
抑
制
し
、
根
絶
し
て
干
拓
を
容
易
に
す
る
。

　
　
　
　
　
シ
」
一
嵩
鷲
資
ガ
詳
肘
篶
誠
藁
賞
雛
一
爽
簑
幣

　
　
　
　
菜
・
小
麦
・
大
麦
・
う
ま
ご
や
し
奮
が
っ
く
ら
れ
る
。
開
墾
後
五
年
経
過
す
る
と
、
こ
の
巨
大
空
程
約
一
一
一
。
一
ク
タ
、
ル
の
画
地

　
　
　
　
　
に
分
割
さ
れ
・
農
民
用
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
嚢
者
に
貸
し
与
え
ら
れ
る
。
借
地
契
約
は
三
年
毎
の
更
新
方
式
を
と
る
場
合
と
長
期
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
一
二
）

契
約
（
永
代
契
約
）
と
が
あ
り
、
長
期
契
約
が
増
え
て
い
る
。
農
地
に
対
す
る
需
要
は
多
く
、
例
え
ほ
一
五
〇
の
小
作
地
の
提
供
に
対
し

三
〇
〇
〇
程
の
応
募
が
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ソ
ダ
の
農
地
全
体
の
再
編
成
、
区
画
整
理
と
大
規
模
化
に
関
連
し
て
い
る
。

３
　
デ
ル
タ
計
画

　
¢
　
立
案
ま
で
の
経
過

　
北
の
大
締
切
堤
防
の
成
功
に
よ
り
、
南
の
ラ
イ
ソ
河
、
マ
ー
ス
河
、
シ
ェ
ル
デ
河
の
河
ロ
デ
ル
タ
地
帯
の
締
切
り
へ
と
新
た
な
挑

戦
へ
進
む
。
こ
の
地
帯
の
治
水
計
画
も
第
２
次
大
戦
前
か
ら
あ
り
、
三
島
計
画
、
四
島
計
画
、
五
島
計
画
た
ど
多
く
の
計
画
が
あ
っ
た
。

し
か
し
最
終
的
に
は
ラ
イ
ソ
、
マ
ー
ス
の
水
は
曇
９
ぎ
旨
§
。
。
を
通
じ
て
海
に
流
し
、
他
の
河
口
、
即
ち
、
｝
胃
巨
胴
色
－
９
９
署
Ｏ
－

－
箏
・
・
ｏ
。
・
○
◎
ｇ
胃
ｏ
ｏ
。
ぎ
巨
９
Ｎ
竃
鼻
屋
黒
の
河
口
侭
海
岸
線
で
ダ
ム
（
水
門
）
を
こ
し
ら
え
て
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
落
ち
つ
い
た
・

　
計
画
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
最
も
単
純
な
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
既
存
の
ダ
イ
ク
を
高
く
し
、
強
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
　
こ
の
関
係
で
で
き
た
の
が
四
島
計
画
で
、
　
こ
れ
は
宛
◎
Ｎ
９
巨
お
（
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
の
あ
る
一
画
）
、
Ｈ
宕
Ｏ
・
０
Ｈ
昌
◎
邑
９
く
◎
◎
昌
０
１

～
箒
ｐ
｝
◎
ｏ
訂
¢
オ
§
邑
　
の
四
島
を
一
っ
の
ブ
回
ツ
ク
と
し
て
、
そ
の
堤
防
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
五
島
計
画
は
こ
れ

に
ｏ
◎
『
鼻
島
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
島
計
画
は
こ
れ
と
は
別
の
場
所
で
更
に
西
の
方
≠
◎
◎
邑
霧
く
ｏ
Ｈ
彗
ｇ
旨
巨
霧
き
－

冒
。
戸
オ
巴
。
｝
胃
９
　
の
三
島
を
一
体
化
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
次
に
こ
れ
ら
の
堤
防
の
強
化
を
と
も
な
い
つ
つ
、
｝
甲

ユ
づ
・
。
く
－
。
け
の
河
口
を
閉
め
切
っ
て
し
ま
う
案
そ
の
他
の
案
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
っ
い
て
色
々
の
観
点
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
た
・

　
ま
ず
四
島
計
画
、
五
島
計
画
の
堤
防
の
強
化
で
あ
る
が
、
地
盤
の
軟
弱
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
堤
防
を
こ
れ
以
上
高
く
し
た
場
合
、

そ
れ
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
又
別
に
こ
の
地
域
で
は
浸
水
の
危
険
を
避
げ
る
た
め
、
多
く
の
民
家
、
或
は



村
全
体
が
堤
防
の
上
に
立
一
て
お
り
、
堤
防
を
高
く
す
る
場
合
、
民
家
の
立
ち
退
き
が
必
要
で
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
が
高
く
っ
く

こ
と
美
か
一
た
・
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
払
一
て
実
施
し
た
と
し
て
得
ら
れ
る
利
点
は
何
か
。
単
に
堤
防
が
高
く
な
つ
た
と
い
う
だ

げ
で
・
以
前
と
く
ら
べ
て
何
ら
本
質
的
菱
化
を
走
ら
さ
な
い
。
っ
ま
り
単
に
水
防
対
策
と
い
う
消
極
的
な
効
果
の
み
で
、
よ
り

積
極
的
な
地
域
経
済
開
脊
一
環
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
従
来
と
同
じ
延
長
の
海
岸
線
一
、
・
。
。
。
斥
昌
一
の
堤
防

を
圭
強
化
す
る
の
は
董
乏
も
古
い
考
え
で
、
又
堤
防
の
維
持
補
修
患
鹿
に
な
差
い
。
近
代
的
感
覚
に
一
ツ
チ
し
、
地
域

開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
上
に
述
べ
た
各
河
口
の
締
切
り
で
あ
る
。
堤
防
の
上
は
当
然
長
路
と
し
て
利
用
さ
れ

る
の
で
・
今
迄
孤
島
で
あ
り
、
船
及
び
フ
ェ
リ
ー
で
し
か
連
絡
で
き
な
か
っ
た
島
、
が
っ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
計
画
に
ょ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
間
題
点
は
次
の
二
っ
で
あ
る
。

い
こ
の
河
呈
締
切
一
て
中
の
奈
淡
水
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
内
海
が
従
来
海
老
と
一
ツ
セ
ル
貝
一
胎
貝
一
の
養
殖
場
で
あ
つ

た
が
、
そ
の
養
殖
及
び
こ
れ
と
関
連
し
た
加
工
食
品
産
業
が
打
撃
を
受
け
る
。

何
今
迄
ラ
ィ
ソ
・
了
ス
の
流
水
を
多
パ
河
口
か
ら
海
一
流
し
て
い
た
が
、
そ
の
河
口
を
締
切
り
、
特
に
流
水
の
五
〇
髭

く
を
篭
し
て
い
た
婁
邑
一
二
締
切
る
こ
と
に
よ
り
、
河
の
水
位
が
高
く
雲
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

間
題
で
あ
る
。

享
～
の
問
題
で
あ
る
が
・
こ
れ
は
確
か
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
全
体
計
画
の
中
で
や
む
を
得
た
い
問
題
と
し
て
、
打
撃
を

う
げ
る
漁
民
及
び
関
連
産
業
に
補
償
金
を
出
す
と
共
に
産
業
の
転
換
の
指
導
を
す
る
し
か
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
ほ
↓
の
間
題
で

あ
る
が
・
水
祭
高
く
な
る
こ
と
に
ょ
り
当
然
に
護
岸
堤
防
を
高
く
し
、
強
化
す
る
工
事
を
と
差
う
。
し
か
し
水
位
が
上
る
こ
と

は
こ
の
こ
と
を
除
い
て
は
短
所
と
い
う
吉
む
し
ろ
長
所
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
享
こ
こ
を
航
行
す
る
船
の
ト
ソ
数
が

　
　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
〇
一
清
水
一
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二
一
…
一
一
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一
二
四
　
（
二
一
四
）

増
え
、
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
を
更
に
よ
い
条
件
に
す
る
と
共
に
、
ラ
イ
ソ
河
、
マ
ー
ス
河
へ
の
航
行
の
条
件
も
よ
く
な
る
こ
と
が
一
つ
・

次
に
ラ
イ
ソ
河
、
マ
ー
ス
河
の
水
位
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
ソ
の
支
流
で
あ
る
Ｈ
宕
窒
－
河
を
通
じ
て
Ｈ
Ｈ
轟
Ｏ
Ｈ
湖
へ
の
水
の

流
入
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
ラ
イ
ソ
河
の
水
は
約
一
一
％
が
Ｈ
宕
８
－
河
を
通
じ
て
Ｈ
宕
器
Ｈ
湖
に
流
入
し
て
い
た
・
し
か

し
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及
び
北
部
諸
地
方
の
水
の
需
要
を
ま
か
な
う
に
は
少
な
す
ぎ
た
。
こ
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
ア
ル
ソ
ヘ
ム

（
声
、
一
｝
。
昌
）
の
西
方
の
Ｏ
、
｛
。
Ｈ
で
ダ
ム
を
作
り
、
又
同
様
な
ダ
ム
を
ト
昌
實
◎
謁
９
及
び
｝
晶
易
邑
目
に
も
作
っ
て
Ｈ
Ｈ
窪
９
河
の

流
量
を
増
や
す
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
ロ
ツ
テ
ル
ダ
ム
を
犠
牲
に
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
水
を
流
す
計

画
で
、
ロ
ヅ
テ
ル
ダ
ム
の
水
位
が
低
下
し
、
そ
の
分
だ
げ
海
水
が
流
れ
込
み
、
周
辺
に
塩
害
を
も
た
ら
し
、
又
港
及
び
航
路
の
条
件

を
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
河
口
の
締
切
り
に
よ
っ
て
水
位
が
上
れ
ば
こ
の
間
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
に
た
る
・

　
◎
　
計
画
の
概
要
及
び
そ
の
ね
ら
い

　
か
べ
し
て
こ
の
デ
ル
タ
計
画
は
単
に
デ
ル
タ
地
域
だ
げ
で
な
く
、
国
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
・

計
画
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

到
　
｝
◎
豪
邑
窒
Ｈ
言
器
Ｈ
の
防
波
堤
防
の
建
設

ｂ
　
南
北
の
思
き
庁
邑
の
問
の
Ｎ
彗
鼻
昌
県
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と

Ｃ
　
オ
◎
◎
邑
霧
き
庁
邑
と
考
巴
ｏ
｝
９
竃
の
間
の
く
８
易
Ｏ
０
９
の
建
設

ｄ
　
Ｏ
巨
き
庁
邑
と
○
き
茎
算
訂
ｏ
の
問
の
０
５
ぎ
－
馬
９
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と

ｅ
　
○
く
胃
霊
窯
８
と
オ
８
邑
卑
註
彗
け
の
問
の
く
◎
只
胃
芽
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と

ｆ
　
く
◎
◎
昌
¢
と
○
◎
胃
８
の
間
の
曽
胃
序
。
ｑ
己
－
９
、
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と



働
Ｏ
◎
睾
霊
と
Ｃ
っ
Ｏ
プ
昌
考
９
の
間
の
吋
Ｈ
９
幸
Ｏ
易
罫
く
９
器
Ｏ
斗

Ｇ
オ
Ｃ
っ
９
昌
オ
９
と
オ
ｏ
◎
邑
雰
き
庁
邑
の
問
の
Ｃ
ｏ
乙
。
け
９
０
っ
ｏ
ぎ
ｄ
ｏ

　
な
お
量
雪
事
Ｏ
旨
§
の
と
オ
霧
け
９
０
０
０
茅
巨
Ｏ
だ
げ
は
船
の
航
行
を

可
能
に
す
る
た
め
に
あ
げ
て
お
く
。

　
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
ね
ら
い
と
す
る
点
は
既
に
ほ
ぽ
言
及
し
た
が
、
こ

こ
で
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

回
　
約
四
三
五
マ
イ
ル
（
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
に
１
わ
た
る
旧
式
の

　
堤
防
に
か
わ
っ
て
防
御
す
べ
き
海
岸
線
は
わ
ず
か
一
五
マ
ィ
ル
に
短
縮

　
さ
れ
る

¢
オ
　
維
持
費
が
比
較
的
安
く
つ
く

○
　
そ
れ
程
の
困
難
を
と
も
な
わ
ず
、
比
較
的
安
価
に
建
設
可
能
な
こ
と

ゆ
　
ダ
ィ
ク
は
孤
立
し
た
島
々
を
っ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
隔
絶
さ
れ
た
状
態
に

　
終
止
符
を
う
つ
ご
と

伺
　
海
水
の
流
入
に
よ
る
沿
岸
の
被
害
を
終
ら
せ
る
こ
と

旧
今
ま
で
む
だ
に
海
に
流
し
て
い
た
水
を
新
ら
し
い
湖
に
貯
え
て
灌
激

　
用
水
、
工
業
用
水
等
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

働
若
干
の
土
地
を
干
拓
し
、
国
土
の
増
加
を
も
た
ら
す
こ
と

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）

に
ダ
ム
を
っ
く
る
こ
と

　
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と

○
卜
２

○
卜
ｏ
Ｆ

◎
り
２

の
ｏ
２

ＬＥＳＳＵＥＳＯＮＡＬＬ◎Ｈ

・
ＤＮ

＾一灯
ＧＥ

Ｓ
Ｋ

Ｒ
Ｅ

Ｅ
８

Ｅ
Ｒ

Ｖ
Ｋ

ＮＥＧＮｌＬＥＶＥＲ６

ＫＡＲＥＫＬ◎Ｖ

了ＥｌＬＶ６Ｎ１ＲＡＨ

ＥＳＮＥＶＡＨＳＲＥＷＵ
Ｏ
Ｔ

Ｒ
Ａ

Ｂ
６

一
二
五
　
（
一
二
五
）

丁◎ＬＥＨＣＳＮＲＥ了ＳＡＥ

ＳＲＡＥＹ５２

レ
“
ノ

フ
ーテムイタの画計タルデ図４第
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ム

　
ダ

門
■
水

式

　
タ

　
ヅ

　
ヤ

　
シ

　
の

針

１
ｉ

　
Ｖ

　
ｇ

　
ｎ一．
１

　
ｒ

　
ａ

Ｈ５真宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
二
ニ
ハ
）

¢
オ
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
地
帯
の
建
設

　
　
　
デ
ル
タ
・
プ
ラ
ソ
の
実
施

　
一
九
五
三
年
の
大
水
害
は
オ
ラ
ソ
ダ
人
を
ふ
る
え
上
が
ら
せ
た
。
同
年

二
月
に
デ
ル
タ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
技
術
的
に
未
解
決
な
間
題
を
残
し

た
が
ら
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
工
事
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
体
の
タ

ィ
ム
テ
ー
ブ
ル
は
第
四
図
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
｝
◎
豪
邑
◎
・
¢
Ｈ
宕
竃
Ｈ
の

堤
防
建
設
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
一
番
大
き
な
工
事
は
曽
胃
巨
。
・
己
－
ｇ
の
締

切
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
河
口
は
ラ
イ
ソ
河
、
マ
ー
ス
河
の
水
の
五
〇
％

を
流
し
て
い
た
点
で
特
に
重
要
で
あ
っ
た
。
Ｎ
巨
箒
昌
８
の
場
合
と
違
っ

て
こ
こ
の
締
切
ケ
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
式
の
水
門
ダ
ム
で
あ
る
。
湖
の
側
と
海

の
側
と
そ
れ
ぞ
れ
二
対
に
な
っ
た
一
七
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
セ
グ
メ
ソ
ト
、

即
ち
両
側
で
三
四
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
セ
グ
メ
ソ
・
ト
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ

の
セ
グ
メ
ソ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
操
作
可
能
で
、
湖
の
水
位
が
増
減
し

た
時
に
は
中
央
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
室
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
の
作
用
で

水
門
を
一
っ
一
っ
上
下
さ
せ
開
閉
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
写
真
５
で
は
右
側

の
七
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
は
閉
じ
て
お
り
、
左
側
の
四
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
は
開
い
て

い
る
）
。
従
っ
て
完
全
な
締
切
り
で
な
く
、
河
口
と
し
て
の
役
割
も
果
し



て
お
り
、
流
水
の
増
加
に
１
よ
る
洪
水
に
１
備
え
て
い
る
。
大
き
な
氷
の
流
れ
も
予
想
し
て
ア
ィ
ス
ヵ
ツ
タ
ー
も
備
え
て
い
る
。
氷
点
下

に
１
な
っ
て
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
時
は
水
門
を
一
部
開
い
て
潮
の
流
れ
を
導
入
し
て
凍
結
を
防
ぐ
。
水
門
の
上
は
幹
線
道
路
に
な
り
、

四
車
線
の
高
速
道
路
の
他
に
緩
速
車
道
、
自
転
車
道
、
歩
道
が
つ
い
て
い
る
。
串
胃
巨
。
・
己
茸
を
締
切
る
前
に
く
◎
豪
胃
洋
を
締

切
る
必
要
が
あ
っ
た
。
も
し
こ
こ
を
締
切
ら
ず
に
先
に
｝
冒
ざ
ｏ
ｑ
色
－
ｇ
を
締
切
る
と
大
量
の
水
が
こ
ち
ら
に
流
れ
込
む
か
ら
で
あ

っ
た
。

　
く
霊
易
ｏ
Ｏ
・
註
は
南
方
の
三
島
計
画
を
形
成
す
る
も
の
で
｝
胃
巨
四
色
－
９
の
締
切
り
と
は
一
応
別
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
技

術
的
に
浮
船
（
Ｓ
変
旨
）
に
セ
メ
ソ
ト
を
つ
め
て
沈
め
る
と
い
う
新
ら
し
い
方
法
が
と
ら
れ
、
そ
の
後
の
工
事
の
一
っ
の
バ
タ
ー
ソ

と
な
っ
た
。

　
デ
ル
タ
計
画
は
こ
の
よ
う
に
一
連
の
ダ
ム
の
建
設
の
他
に
目
胃
巨
０
ｑ
く
Ｈ
－
９
南
方
の
架
橋
、
○
◎
。
。
叶
胃
０
．
Ｏ
ぼ
Ｈ
箒
の
ほ
ぽ
中
央
に
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
茅
Ｑ
Ｈ
竃
争
昌
。
・
（
ゼ
ー
ラ
ソ
ド
橋
）
の
建
設
な
ど
も
合
ん
で
い
る
。

４
　
若
干
の
経
済
的
考
察

　
以
上
冒
崖
胃
８
ｏ
計
画
と
デ
ル
タ
計
画
に
っ
い
て
計
画
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
経
済
的
意
義
を
見
よ
う
。

　
ま
ず
最
初
に
半
世
紀
以
上
か
か
っ
て
実
施
さ
れ
て
来
た
計
画
の
過
程
で
Ｈ
宕
乙
・
Ｏ
巨
Ｏ
Ｏ
｛
◎
崖
胃
の
性
格
が
変
っ
て
来
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
即
ち
オ
庁
ユ
轟
胃
Ｂ
¢
胃
勺
◎
５
胃
　
の
担
勿
合
は
純
粋
に
農
業
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
南
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
の
場
合
は
む
し
ろ

都
市
と
し
て
、
っ
ま
り
工
場
地
域
、
住
宅
地
域
、
レ
ジ
ャ
ー
地
域
に
大
き
な
ウ
ェ
ィ
ト
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
っ
く
る
く
胃
．

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
二
一
八
）

庁
睾
幸
§
邑
の
ポ
ル
ダ
ー
も
同
じ
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
孝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
オ
◎
◎
ａ
－
Ｏ
易
↑
勺
◎
崖
胃
の
場
合
は
両
者
の
中
間
的

た
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
一
っ
に
は
地
理
的
、
立
地
的
条
件
に
照
応
し
、
他
方
で
は
開
発
さ
れ
た
歴
史
的
時
期
に
照
応
す
る
。
地
理
的
に
見
た
場
合
、

オ
庁
ユ
轟
胃
ポ
ル
ダ
ー
は
半
島
の
北
端
で
、
経
済
的
立
地
計
画
か
ら
見
た
場
合
、
農
地
と
し
て
利
用
す
る
の
が
最
適
で
あ
る
か
ら
だ
。

南
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
と
峯
胃
斤
胃
考
§
邑
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
隣
接
し
、
車
で
三
〇
分
以
内
の
範
囲
に
な
る
の
で
、
住
宅
、
工
場

）
ａｈ（化変の地農のダソラオ表－第
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こ
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，
加
る

用

る

化
増
よ

転

よ

ソ

一
る
に

計
の
少
に

ダ
よ
他

へ
減
他

計

ラ

ル
に
の

市
る
の

ポ
拓
そ
加

都
よ
そ
少

“
、

１

料資府政ダン
一
フ

オるよに供提スイフオムダルテスムアＯ

Ｒ
　
　
ｏ

Ｔ
り

胆
よ所出

地
域
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
◎
◎
邑
－
０
８
け
七
◎
崖
實
の
場
合
は
全
体
と
し

て
は
農
村
地
域
で
あ
る
が
、
東
の
方
に
グ
ロ
ニ
ソ
ゲ
ソ
（
フ
ロ
ニ
ソ
ヘ
ソ
）
の
天
然

ガ
ス
地
域
を
ひ
か
え
、
今
後
の
経
済
開
発
の
重
点
の
一
つ
と
し
て
Ｈ
宕
竃
－
湖
よ
り

も
東
部
の
一
帯
が
お
か
れ
て
い
る
し
、
又
フ
ロ
ニ
ソ
ヘ
ソ
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

丁
度
真
中
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
中
間
的
性
格
が
で
て
く
る
。
歴
史
的
に

見
て
も
、
オ
ラ
ソ
ダ
は
か
っ
て
の
農
業
国
オ
ラ
ソ
ダ
か
ら
工
業
国
オ
ラ
ソ
ダ
ヘ
と

急
速
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
人
口
的
に
見
て
も
農
業
人
口
の
減
少
、

工
業
人
口
の
増
加
と
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
又
耕
地
面
賛
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

新
た
な
ポ
ル
ダ
ー
の
開
発
に
よ
る
農
地
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
上
ま

わ
る
都
市
化
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
農
地
の
減
少
を
来
た
し
つ
－
つ
あ
る

（
第
－
表
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
時
代
と
共
に
土
地
に
対
す
る
需
要
構
造
が
変
っ
て

き
て
お
り
、
そ
れ
が
オ
｛
胃
巨
胴
胃
昌
８
壱
◎
巨
票
岩
◎
◎
邑
－
０
８
け
－
勺
◎
量
９
ヨ
ｏ
－



ツネの口人の域地各ダンラオ表２第

入出流のト

間
の

０
２
４
４
７
０
５
９
１
７
０
ユ
４
２
０
５
４
０
０
３
２
０

６

４

４

２

Ｏ

２

年
均
％

１
３
０
１

●
　
　
　
・

１
平

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｏ

一
一
十
一
十
十
一
一
一
十
十

Ｏ
０
０
０

十

■

十

■

十

以
駐
誰

８
９
５
８
７
９
９
４
４
８
３
７
３
９
２
５
１
３
７
４
１
０

１

９

９

２

６

年
基
１
９
年
数

５

（
Ｕ
６
１
ｏ
ソ

６
０
を
た
６
７
入

０
３
１
０
４
３
０
０
２
２
０

Ｏ

二
十
一
十
十
二
一
十
一

１
２
０
（
）

１
９
口
し
１
９
出

十

■

十

一

十

６
７
出

１
９
流

４
３
８
１
５
８
７
１
６
２
６
０
４
７
３
６
８
８
０
１
７
４
７
２
０
２
０
６
０
ユ
９
６
２

３

９
４
０
０

２

６

３

０

１

塩
数

９

ｏ
◎
８
５
Ｆ
ｏ

，
　
，
　
，
　
，
　
・
　
，
　
，
　
・
　
，
　
，
３
６
６
２
８
１
８
０
６
２

’

，

，

，

，

１

５
２
　
　
２
　
　
３

７

３

５

６

５

５

１

５

二
十
一
十
十
二
一
十
一

２

１
９
年
入

十

■

十

一

十

ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
。
ｍ
ｄ
　
耐
篭
一
肋
笈

部
部
部
部

体

、

全

類

ダ

分

ソ

域

ラ

地
北
東
西
南

オ

大

、
一
巳

ｎ
ｅ
甘

ｅ
ｎ
ｍ

’
ｅ
　
ｕ

ｏ
Ｐ
ｍ

ｒ
ｍ

ｕ
　
Ｏ

Ｅ
Ｃ

Ｓ
ａ

淀
－

舳
Ｓ

ｍ
狐

ｍ
ｄ

ｍ
１
・

Ｃ
舳

ｅ
Ｓ
．
９
１

ｄ
、
陀

ｎ
ｎ

１
０
０

Ｓ
ｈ

黙
ｍ
岨

Ｃ
Ｌ
１

所出

き
庁
邑
の
問
の
性
格
の
変
化
と
し
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
こ
れ
は
Ｎ
巨
箒
昌
８
計
画
や
デ
ル

タ
計
画
の
み
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
計
画
を
そ
の
一
環
と
し
て
含
ん
だ
オ
ラ

ン
ダ
の
地
域
政
策
全
体
の
結
果
で
あ
る
が
、

人
口
の
過
度
の
集
中
が
阻
止
さ
れ
、
分
散

化
傾
向
が
で
て
き
っ
っ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

従
来
オ
ラ
ソ
ダ
の
西
部
、
　
特
に
オ
Ｏ
◎
邑
－

曽
◎
Ｈ
げ
邑
及
び
Ｎ
巳
ｐ
由
◎
－
鼠
邑
は
人
口

の
集
中
地
域
で
あ
っ
た
が
、
第
２
表
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
地
域
の
人
口
は
最
近
流
出
傾
向
に
あ
る
。
流
出
し
た
人
口
は
一
方
で

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
東
及
び
南
へ
、
即
ち
９
ｇ
亭
９
０
¢
巨
實
Ｈ
弩
ｇ
ｏ
け
屋
ｏ
睾
へ
、
又
ロ
ツ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
南
方
へ
、
即
ち

オ
８
、
中
零
、
げ
、
箏
け
へ
流
出
し
て
い
る
。
第
３
表
は
第
２
表
に
続
い
て
特
に
六
八
年
、
六
九
年
の
数
字
を
示
し
て
お
り
、
　
一
般
的
傾

向
と
し
て
は
第
２
表
と
変
り
な
い
。
西
部
に
対
す
る
人
口
の
ネ
ツ
ト
の
流
出
入
は
第
２
表
で
は
マ
ィ
ナ
ス
（
流
出
）
の
値
、
第
３
表

で
は
プ
ラ
ス
（
流
入
）
に
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
こ
れ
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
州
に
お
げ
る
数
字
が
大
き
く
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
北

ホ
ラ
ソ
ド
州
及
び
南
ホ
ラ
ソ
ド
州
に
お
い
て
は
人
口
は
依
然
と
し
て
流
出
し
て
お
り
、
し
か
も
流
出
率
（
劣
）
は
一
九
六
〇
　
　
一
九

六
七
年
の
平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
第
３
表
を
第
２
表
と
比
較
し
た
場
合
、
六
八
年
、
六
九
年
に
．
お
い
て
は
更
に
新
し
い
傾

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
間
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
二
一
九
）
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％率減増均平年数対絶

９６９１８６９１

８３

０
、

■

９ユ

０
・

一

４６

０
・

十

９１

０
・

－

５５

０
・

十

５９

０
・

十

５１

０
。

－

９０

０
．

一
３
１

０
・

十

３５

０
一

十

８２

０
．

■

４４

０
．

１＋

６４

０
・

－

６１

０
・

一

２４

０
・

十

６０

０
・

－

４４

０
．

十

７９

０
。

十

３１

０
・

－

６１

０
・

一

７２

０
・

十

０３

０
・

十

２６

０
一

一

２２

６
・

１＋

２５９１
■

４７９－

７４３

２
，

十

２２７Ｌ－

３８２８＋

５４６■十

５１３乳■

７６７２－

６４９＋

５８４乱十

６３８ム・

６５５Ｌ＋

８５３ム一

８３８一

５０５１＋

７
５
５

‘

３９４ら十

６３６７＋

４７８ら一

８３７４一

７０８＋

０８２、十

５５１軌一

２９０２＋

　
ｎ

　
ｇ
ｅ

域
血

地
ｍ

要
Ｇ主

ｄｎａ１Ｓｅ
ｎＦ

ｅｈｔｎｅｒＤ

１ｅＳＳ
…
リｒｅＶＯ

ｄｎａ１ｒｅｄｄＧ

ｔ

ｈ
　
一ｃ

ｄ
ｅ
ｒ

け
ｏ
ｏ

Ｕ
Ｎ

ｄｎ
ｄ

ａ
ｎ

ｕ
ａ

Ｏ
ｕ

Ｈ
ｏ

　
Ｈ

吐
．
ｍ

Ｚ
ｄ
　
一

１
ｎ
地

ｅ
ｅ
ｏ
．

Ｚ
Ｎ

ｔｎ
　
　
　
ｒ

ぬ
　
　
ｅ
ｅ

閉
誰
黒

Ｂ
ｕ
．
１
〕
ｅ
ｄ

　
ｂ
血
船
ｏ
１

　
ｍ
．
ｍ
１
－
Ｐ

　
Ｕ
Ｚ

３１０＋５０

０
・

十６０４６１＋７７８５＋体雀〃わ
●４０

０
一

一

３３

０
一

十

３０

０
・

十

５２

０
．

十

２１

０
・

一

３３

０
・

十

Ｏ０

０
．

Ｏ０

０
・

９７５一

７１１＆十

３６５１＋

５９５

７
，

十

１９６１ｉ

８２０＆十

４２＋

６
８

一

部
部
部
部

類分域地
北
東
西
南

木

じ同に表２第所出

　
　
　
　
二
二
〇
　
（
二
二
〇
）

向
を
検
出
で
き
る
。
即
ち
冒
巨
膏
¢
Ｈ
厩
０
Ｈ
－

冒
ｏ
胃
勺
◎
巨
¢
易
に
対
す
る
統
計
が
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
、
即
ち
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
が
一
つ
の
独

立
し
た
地
域
と
し
て
市
民
権
を
も
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
り
、
同
時
に
こ
こ
に
対
す
る
人
口
流
入

が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
、
次
に

今
迄
人
口
の
流
出
地
域
で
あ
っ
た
南
方
デ
ル
タ

地
域
の
Ｎ
８
げ
邑
が
六
八
年
に
は
流
入
地
域

と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
加
速
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
８
庁
邑
が
人
口
流
入
地
へ

と
変
化
し
た
こ
と
は
、
デ
ル
タ
プ
ラ
ソ
と
の
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
ヘ

の
人
口
流
入
に
っ
い
て
若
干
説
明
を
追
加
す
る
。
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
は
既
に
見
た
よ
う
に
東
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
と
南
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
に
分

か
れ
、
東
は
ポ
ル
ダ
ー
と
し
て
完
成
し
て
お
り
、
南
は
六
八
・
六
九
年
に
は
一
部
、
入
植
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
大
部
分
は

未
完
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
記
す
べ
き
こ
と
は
一
九
六
八
年
に
フ
レ
ボ
ラ
ソ
ド
の
首
府
５
－
壱
け
邑
の
発
展
を
促
進
す
る
制
度
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
七
四
年
迄
有
効
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
西
部
地
方
か
ら
レ

リ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
企
業
が
移
転
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
労
働
者
の
移
動
を
と
も
な
う
企
業
は
、
移
転
労
働
者
一
人
に
っ
き
、
一



万
フ
ロ
ー
リ
ソ
を
受
け
と
る
。
補
助
金
の
上
限
は
三
〇
〇
万
フ
ロ
ー
リ
ソ
と
、
不
動
産
投
資
額
の
二
五
％
ま
で
と
す
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
一
九
七
三
年
に
地
域
政
策
は
更
に
展
開
さ
れ
、
一
九
七
三
　
　
七
七
年
迄
の
計
画
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
ｏ
り
発
展

を
促
進
す
る
地
域
　
の
発
展
を
抑
制
す
る
地
域
　
ゆ
抑
制
も
促
進
も
し
な
い
中
間
地
域
と
に
分
げ
、
０
Ｄ
の
中
に
は
リ
ソ
ブ
ル
グ
南
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

北
部
の
他
に
レ
リ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
を
作
る
計
画
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
と
い
っ
て
も
レ
リ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
や
岩
◎
◎
邑
－
Ｏ
易
け
－
勺
◎
冨
胃
の
向
昌
旨
ｏ
Ｈ
ｏ
◎
己
の
よ
う
に
ポ
ル
ダ
ー
に
つ
く
ら
れ
る

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
は
フ
ラ
ソ
ス
や
英
国
の
そ
れ
と
は
趣
が
異
な
る
。
周
囲
は
農
地
や
森
林
で
高
層
住
宅
は
必
要
た
く
、
か
え
っ
て
景
観
を
害

　
　
　
　
す
る
。
こ
こ
で
は
都
市
計
画
の
も
と
に
幹
線
道
路
、
支
線
道
路
が
っ
く
ら
れ
、
そ
れ
に
１
面
し
て
門
が
あ
り
、
前
庭
と
裏
庭
の
あ
る
ニ
ロ
グ
建

　
　
　
　
の
住
宅
が
つ
く
ら
れ
る
。

　
又
デ
ル
タ
地
域
に
対
し
て
人
口
が
流
入
し
だ
し
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
デ
ル
タ
計
画
は
現
在
東
シ
ェ
ル
デ
の
ダ
ム
エ
事

だ
げ
が
残
っ
て
お
り
、
他
の
工
事
は
終
っ
て
い
る
。
デ
ル
タ
地
域
の
島
々
は
道
路
網
で
完
全
に
本
土
と
っ
な
が
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
を
中
心
と
し
た
オ
ラ
ソ
ダ
西
部
の
経
済
圏
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
デ
ル
タ
計
画
が
ほ
ぼ
形
を
な
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
以
後
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
発
展
は
今
後
の
問
題
で
あ

る
。　

第
３
に
こ
れ
ら
の
治
水
計
画
が
国
家
財
政
の
中
で
ど
の
程
度
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
オ
ラ
ソ
ダ
の
治
水
事
業
は
既

に
見
た
よ
う
に
総
合
的
開
発
計
画
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
道
路
建
設
と
不
可
分
で
あ
る
し
、
農
業
ポ
ル
ダ
ー
に
あ
っ
て
は
土
地

改
良
そ
の
他
の
投
資
、
又
最
近
の
ポ
ル
ダ
ー
で
は
商
業
・
工
業
誘
致
の
た
め
の
方
策
も
あ
る
。
更
に
住
宅
建
設
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
こ
れ
ら
全
体
に
わ
た
る
支
出
を
総
合
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
稽
々
デ
ー
タ
不
足
の
感

を
い
な
め
な
い
。
第
４
表
は
一
九
七
〇
年
に
お
げ
る
オ
ラ
ソ
ダ
政
府
支
出
の
内
訳
げ
で
あ
る
が
運
輸
、
治
水
、
公
共
事
業
の
も
と
に

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
間
題
ｏ
．
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
；
二
）



政ダソラオるげおに年
７
０
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９表４第

訳内の出支府

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）

７
４
０
３
５
９
３
５
４
７
７
８
７
２
４
８
４
７
７
８
４
４
２
８
２
５
９
７
０
７

％
ａ
ａ
　
１

２
．
４
．
〇
一
２
．
４
一
６
一
２
．
〇
一
〇
．
８
．

０
．
７
．

１

２

ユ

０
０

１

万
一

１

３

４

２

６

８

５

２

１

８

３

３

Ｏ

６

ダ

２
９
０
９
０
３
０
３
８
５
６
８
４

３
４

５
６

１
，

８
，

２

７
４
，

Ｏ
，

７２
，

７
’

６Ｏ
，

２

○
レ
（
）
ノ

５
，

２
，

９
，

■
１
　
０
０

１

３

１

７

３

２

２

ー
ギ

８
２

ソ

業

ヨ

事

シ

共

－

費
衛
係
助
察
公
業
業
育
工
業
生
宅
償
費

理

警
，

リ

計

お
劣
ぐ

補

管

債

政

争

行
防
対
開
司
運
産
農
科
文
杜
衛
住
戦
国

ｍ此哩附比丁
閑

．
釧血ａｎｇ

Ｓ
１
ｄ

ｅ
　
ｎ

ｒ
　
ａ

ｏ
　
１

Ｆ
　
ｒ

　
ｅ

『
Ｉ
ｈ

０
前

町
Ｎ

討
ｅ

血
｛

蛆
。
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
二
二
二
）

か
か
れ
て
い
る
の
が
治
水
事
業
と
直
接
関
係
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。
総
支
出
に
占
め
る
比
重
は
一
〇
・
五
％
で
あ
る

が
、
こ
の
内
容
の
三
分
の
二
迄
は
道
路
建
設
で
あ
る
。
つ

ま
り
現
在
ヅ
イ
ダ
ー
ゼ
ー
計
画
と
デ
ル
タ
計
画
が
並
行
し

て
行
た
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
要
な
出
費
は
道
路
の
建

設
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
支
出
の
割
合
は
か
な

り
高
い
こ
と
は
事
実
だ
が
、
他
の
国
で
も
道
路
建
設
に
は

か
な
り
の
支
出
を
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
支
出
が
法
外

に
高
い
と
は
い
え
な
い
し
、
又
、
こ
の
支
出
が
経
済
に
対

す
る
一
定
の
刺
戟
と
た
り
、
又
イ
ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ァ
建
設
と
も
な
っ
て
、
別
の
面
で
も
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
オ
ラ
ソ
ダ
の
治
水
計
画
は
ヨ
ー
｛
ツ
バ
の
地
域
計
画
の
中
で
成
功
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
九
八
○
年
に
は
冒
巨
ｏ
昌
８
計
画
も
デ
ル
タ
計
画
も
完
成
す
る
。
そ
れ
に
続
く
第
３
の
局
面
と
し
て
オ
ラ
ソ
ダ
は
更
に
野
心

的
た
挑
戦
を
考
え
て
い
る
。
即
ち
事
邑
箒
冨
霊
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
の
沖
合
に
点
在
す
る
島
々
を
お
互
い
に

っ
な
ぎ
又
、
そ
れ
ら
を
本
土
と
っ
な
ぐ
計
画
で
あ
る
。
計
画
は
ま
だ
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
冒
巨
ｏ
昌
８
計
画
と
デ
ル

タ
計
画
、
そ
れ
に
オ
邑
ま
昌
８
計
画
を
あ
わ
せ
る
と
ほ
ぽ
一
〇
〇
年
に
わ
た
る
大
計
画
で
あ
る
が
、
　
海
に
対
す
る
挑
戦
と
防
御

は
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
執
念
と
ま
で
い
え
る
だ
ろ
う
。



ｗ
　
独
仏
国
境
地
域

ー
　
ア
ル
ザ
ス
・

（
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
）

ロ
レ
ー
ヌ
の
意
味

の
問
題

　
Ｅ
Ｃ
の
地
域
政
策
上
若
干
の
分
類
を
行
な
っ
て
き
た
。
即
ち
所
得
水
準
の
低
い
地
域
、
失
業
率
の
高
い
地
域
、
人
口
流
出
の
多
い

地
域
、
農
業
が
支
配
的
な
地
域
、
斜
陽
化
地
域
、
国
境
地
域
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
で
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
を
見
た
場
合
、

人
口
流
出
地
で
も
あ
り
、
失
業
率
の
高
い
地
域
で
も
あ
る
げ
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
斜
陽
化
地
域
で
あ
り
、
同
時
に
国
境
地
域
で
あ

る
。　

斜
陽
化
地
域
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
ロ
レ
ー
ヌ
は
石
炭
・
鉄
鋼
地
帯
で
あ
り
、
ア
ル
ザ
ス
は
繊
維
産
業
地
帯
で
あ
り
、
両
地
域

の
産
業
構
造
は
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
か
か
え
て
い
る
問
題
や
産
業
の
再
転
換
の
程
度
も
異
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
ア
ル
ザ
ス
・

ロ
レ
ー
ヌ
と
一
ま
と
め
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
に
お
い
て
は
こ
の
二
っ
の
地
域
を
別
々
に
そ
の
か
か
え
て
い
る
問

題
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
見
て
い
く
。

　
同
時
に
こ
の
地
域
は
国
境
地
域
で
あ
る
。
国
境
と
い
っ
て
も
フ
ラ
ソ
ス
の
西
部
、
西
ド
ィ
ツ
の
東
部
等
々
も
国
境
で
あ
る
が
、
独

仏
国
境
地
域
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
ら
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
で
は
な
く
、
統
合
欧
州

の
中
心
部
に
位
置
し
て
お
り
、
石
炭
．
鉄
鋼
・
繊
維
産
業
を
中
心
と
し
て
、
か
つ
て
フ
ラ
ソ
ス
産
業
の
原
動
力
と
な
る
べ
く
見
ら
れ

て
い
た
地
域
で
あ
る
。
ロ
レ
ー
ヌ
に
っ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
西
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
と
接
し
た
地
域
は
炭
坑
地
帯
で
あ
り
、
ル
ク
セ
ソ

ブ
ル
グ
、
ベ
ル
ギ
ー
と
接
し
た
地
域
は
鉄
鉱
地
帯
で
、
共
に
フ
ラ
ソ
ス
の
鉄
鋼
業
地
帯
で
あ
る
。
か
つ
て
か
の
シ
ュ
ー
マ
ソ
氏
が
独

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
；
…
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
二
二
四
）

仏
の
争
い
の
源
で
あ
ヶ
た
石
炭
と
鉄
鋼
業
を
統
一
す
る
こ
と
に
１
よ
り
、
両
国
経
済
の
繁
栄
の
源
に
し
よ
う
と
考
え
た
、
そ
の
中
心
の

一
っ
が
こ
の
ロ
レ
ー
ヌ
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス
は
西
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ソ
と
ラ
イ
ソ
河
を
隔
て
て
対
時
し
て
お
り
、
地
理
的
に
は
黄

土
地
帯
で
旺
沃
な
農
業
地
域
で
あ
る
と
共
に
、
ラ
イ
ソ
河
の
水
と
電
力
と
で
新
し
い
機
械
、
化
学
工
業
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
ロ
レ

ー
ヌ
ー
ー
ザ
ー
ル
・
ロ
レ
ー
ヌ
ー
ー
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
一
つ
の
工
業
地
帯
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
も
国
境

と
い
う
人
為
的
障
壁
で
分
断
さ
れ
て
お
り
、
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
も
し
経
済
的
国
境
が
と
り
抵
わ
れ
た
場
合
に
は
一
つ
の
地

域
と
し
て
共
通
の
運
命
を
た
ど
る
べ
き
地
域
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
範
囲
内
で
共
通
の
開
発
計
画
が
実
現
さ
れ
る
た
ら
ば
、
国
境
に
ま

た
が
っ
た
一
っ
の
工
業
地
帯
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
国
境
地
域
で
は
一
方
で
は
そ
の
よ
う
な
き
ざ
し
が
見
ら
れ
る
が
、
又
同
時

に
そ
れ
に
ー
反
嬢
す
る
傾
向
も
強
い
。
以
下
に
お
い
て
ア
ル
ザ
ス
及
び
厚
レ
ー
ヌ
の
経
済
構
造
を
分
析
し
な
が
ら
、
そ
の
か
か
え
て
い

る
問
題
舟
、
開
発
に
，
お
げ
る
独
仏
間
の
協
力
と
対
立
を
見
て
行
き
た
い
。

２
　
　
　
口

レ
　
　
　
　
　
ヌ

　
ｃ
Ｄ
　
ロ
レ
ー
ヌ
の
経
済
構
造

　
経
済
的
に
は
北
肩
レ
ー
ヌ
と
南
ロ
レ
ー
ヌ
に
別
れ
、
南
は
昔
な
が
ら
の
田
園
経
済
を
維
持
し
て
お
り
、
果
樹
園
、
ブ
ド
ウ
畠
、
穀

物
栽
培
、
放
牧
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
北
ロ
レ
ー
ヌ
は
農
耕
、
牧
畜
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
交
通
発
達
し
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
の
開
発
に

よ
っ
て
鉄
鋼
業
を
中
心
と
し
た
工
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
第
４
図
は
フ
ラ
ソ
ス
経
済
全
体
に
占
め
る
ロ
レ
ー
ヌ
の
地
位
を
示
し
た

も
の
だ
が
・
こ
れ
で
分
る
よ
う
に
岩
塩
、
鉄
鉱
石
の
大
部
分
と
石
炭
の
か
た
り
の
部
分
を
供
給
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
原
材
料
と
す

る
鉄
鋼
業
、
化
学
工
業
が
ロ
レ
ー
ヌ
の
主
要
産
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
若
干
の
織
物
業
が
発
達
し
て
い
る
。



％４

％

９９
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％
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１
７
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岩

７

２

成

２

失

完

鉱

一

９

６

釜
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％

鋼

酸
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％

ト

％

延

４

％

ン

７

３

６

９

９

ヲ

鋼

鋳

圧

失
金

炭

口
畑

４

４
・
メ

５

２

２

３
３

重

き
見
干

口

セ

糸

寺

炭

食

面

人

常
系

綿

石

　
位

　
地

　
の

ｅ
　
ヌ

ｎ．
刎
　
一

鮒
レ

＾
ロ

ー
　
る

前
め

騨
占

ｏ
ｓ
に

Ｖ
済

廊
経

ｍ
ス

。
・
ソ

Ｎ
　
ラ

ｈ
　
フ

ｅ
ｎ

Ｈ　
図

所
４

出　
第

　
ロ
レ
ー
ヌ
の
炭
坑
は
ザ
ー
ル
炭
田
の
延
長
で
あ
り
、

句
◎
ま
碧
｝
か
ら
句
彗
打
畠
旨
０
９
ま
で
幅
二
－
二
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
展
開

し
て
い
る
。
埋
蔵
量
の
豊
富
な
こ
と
、
鉱
床
の
濃
密
な

こ
と
、
鉱
脈
が
観
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
の

利
点
を
も
ち
、
フ
ラ
ソ
ス
の
石
炭
業
に
お
い
て
は
有
望

な
地
域
で
北
部
の
勺
鍔
註
Ｏ
呂
Ｐ
げ
の
炭
坑
に
較
べ
れ

ば
開
発
の
条
件
は
は
る
か
に
有
利
で
あ
る
。
年
間
の
採

炭
量
は
一
九
六
四
年
に
は
一
五
六
〇
万
ト
ソ
に
達
し
た

が
、
最
近
で
は
一
二
〇
〇
万
～
二
二
〇
〇
万
ト
ソ
を
維

持
し
て
い
る
。
燃
料
源
と
し
て
の
石
炭
に
対
す
る
需
要

の
減
少
に
直
面
し
、
ロ
レ
ー
ヌ
の
石
炭
業
者
は
発
電
、
化
学
工
業
に
進
出
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　
ロ
レ
ー
ヌ
の
岩
塩
鉱
床
は
世
界
で
も
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
七
〇
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
開
発
可
能
容
積
を
も
っ
て

い
る
。
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
大
々
的
に
開
発
し
始
め
た
の
は
一
八
一
九
年
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
に
ー
お
げ
る
岩
塩
生

産
は
二
九
、
五
〇
〇
ト
ソ
で
、
こ
れ
は
フ
ラ
ソ
ス
の
岩
塩
生
産
の
ほ
ぽ
全
量
で
あ
り
、
精
製
さ
れ
た
食
塩
生
産
は
二
九
二
、
○
○
○

ト
ソ
で
、
フ
ラ
ソ
ス
の
食
塩
全
生
産
の
四
〇
％
に
あ
た
る
。
食
塩
を
利
用
し
て
化
学
工
業
が
発
達
し
て
い
る
。
Ｕ
ｏ
冒
げ
轟
Ｈ
ｏ
（
ｏ
っ
◎
－
＜
昌

９
９
ｏ
）
．
庁
峯
註
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ぎ
Ｏ
（
巾
ひ
ｏ
巨
星
千
・
。
↑
○
◎
訂
巨
）
一
く
胃
Ｐ
講
茸
巨
０
及
び
０
０
け
－
昌
８
Ｈ
轟
．
箒
．
勺
Ｏ
斗
（
乙
っ
註
罵
竃
…
２
９
ま
一
．
穿
け
）
一

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
間
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
一
三
五
）



　
　
　
立
命
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経
済
学
（
第
二
十
五
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・
第
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二
三
ハ
　
（
二
三
ハ
）

良
ｇ
ｓ
（
穴
亭
ヲ
彗
■
）
一
ｃ
ｏ
胃
ｈ
四
旨
ｏ
（
ｃ
ｏ
◎
－
＜
導
）
の
町
に
工
場
が
あ
る
（
ヵ
ヅ
コ
内
は
会
杜
名
）
。

　
ロ
レ
ー
ヌ
の
最
も
重
要
な
産
業
は
鉄
鋼
業
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
太
公
国
と
の
国
境
地
帯
、
ア
ル
デ
ソ
ヌ
か
ら
チ
オ
ソ
ビ
ル
、

メ
ッ
ツ
、
ポ
ソ
タ
ム
ソ
ソ
を
経
て
ナ
ソ
シ
ー
の
南
に
至
る
ま
で
の
非
常
に
広
い
断
続
的
な
帯
状
の
地
帯
が
鉄
鋼
業
地
帯
で
、
そ
の
中
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．
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心
は
メ
ッ
ツ
と
ナ
ソ
シ
ー
で
あ
る
（
第
５
図
）
。
ロ
レ
ー
ヌ
鉄
鋼
業
は
ほ
ぽ
一
世
紀
前
か
ら
建
設
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
の
産
業

活
動
は
そ
の
赤
鉄
鉱
（
邑
罵
箒
）
の
輸
出
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
、
・
・
ネ
ッ
ト
の
巨
大
な
鉱
床
は
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
中
で
卓
越
し
た
地
位
を

占
め
て
い
る
。
五
三
メ
ガ
ト
ソ
の
鉱
石
の
採
掘
は
フ
ラ
ソ
ス
の
鉄
鉱
生
産
の
九
四
％
に
あ
た
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
鉄
鉱
生
産
の
四
分
の

三
を
占
め
る
。
し
か
し
こ
の
地
で
鉄
鋼
業
が
発
展
し
た
の
ぽ
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
一
っ
に
は
ロ
レ
ー

ヌ
の
、
・
・
ネ
ッ
ト
は
燐
酸
塩
の
不
純
物
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
鋳
鉄
が
も
ろ
く
て
使
用
に
耐
え
な
い
た
め
で
あ
り
、
又
一
八
七
一

年
か
ら
ｐ
レ
ー
ヌ
の
か
な
り
の
部
分
が
ド
イ
ツ
領
と
な
り
、
分
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
そ
の
後
製
鉄
技
術
の
面
で
ト
ー
マ

ス
製
鋼
法
が
開
発
さ
れ
、
鱗
酸
塩
が
除
去
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
急
速
に
鉄
鋼
業
が
発
展
し
て
き
た
。

　
現
在
鉄
鋼
業
の
中
心
は
北
都
の
ロ
ソ
ウ
ィ
付
近
、
チ
オ
ソ
ビ
ル
付
近
、
南
方
の
ポ
ソ
タ
ム
ソ
ソ
地
区
の
三
地
区
で
、
ロ
ソ
ウ
ィ
付

近
は
鉄
鉱
石
の
五
劣
、
鋼
の
二
〇
％
、
チ
オ
ソ
ビ
ル
付
近
は
鉄
鉱
石
の
九
〇
劣
、
鋼
の
六
五
劣
、
ポ
ソ
タ
ム
ソ
ソ
地
区
は
鉄
鉱
石
の

五
％
、
鋼
の
六
％
を
産
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
チ
オ
ソ
ビ
ル
付
近
が
ロ
レ
ー
ヌ
の
製
鉄
業
の
文
字
通
り
の
中
心
と
な
り
、
こ
の

周
辺
に
は
－
８
；
｝
◎
冒
似
８
冒
戸
射
◎
昌
罫
。
。
一
曽
品
◎
邑
竃
。
・
９
０
竃
穿
竃
０
ｑ
¢
一
空
Ｏ
訂
昌
◎
昌
０
０
似
詠
昌
竃
需
一
｝
葛
竃
０
ｑ
¢
等
に
近

代
的
工
場
が
出
来
て
い
る
。

　
○
　
ロ
レ
ー
ヌ
の
直
面
し
て
い
る
問
題

　
ロ
レ
ー
ヌ
は
以
上
見
た
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
工
業
地
帯
で
あ
り
、
か
っ
て
は
「
フ
ラ
ソ
ス
の
ル
ー
ル
」
と
呼
ぼ
れ
た
が
、
戦
争
直

後
の
復
興
ブ
ー
ム
が
終
る
や
、
産
業
活
動
は
む
し
ろ
後
退
し
始
め
た
。
そ
の
理
由
は
多
く
あ
る
。
量
こ
そ
多
い
が
質
の
悪
い
鉄
鉱
石
、

石
炭
と
繊
維
産
業
の
斜
陽
化
、
非
能
率
的
な
鉄
鋼
業
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
産
業
に
多
く
依
存
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
問
題

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
題
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
一
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
二
二
八
）

　
ま
ず
ロ
レ
ー
ヌ
の
赤
鉄
鉱
（
昌
ぎ
箒
）
の
質
の
間
題
で
あ
る
。
第
一
に
鉄
含
有
率
が
少
な
い
。
含
有
率
の
多
い
普
通
の
鉄
鉱
石

（
邑
暮
）
に
対
し
て
ロ
レ
ー
ヌ
の
鉄
鉱
石
は
特
に
昌
巨
ｏ
茸
¢
と
い
わ
れ
る
程
で
、
鉄
の
含
有
率
は
三
〇
～
三
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
五

〇
～
六
〇
％
の
含
有
率
の
あ
る
ア
メ
リ
ヵ
や
ア
フ
リ
ヵ
の
鉱
石
と
比
較
す
る
と
競
争
力
が
弱
く
、
特
に
最
近
海
岸
地
方
に
発
展
し
っ

っ
あ
る
近
代
的
鉄
鋼
業
と
競
争
上
難
点
を
も
っ
て
い
る
。
含
有
率
の
少
た
い
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
輸
送
費
が
高
く
っ
く
こ
と
を
意
味

し
、
製
鉄
す
る
場
合
、
石
炭
を
こ
の
地
に
運
ん
で
来
て
製
鉄
す
る
の
が
よ
く
、
逆
に
石
炭
産
地
に
こ
の
鉱
石
を
運
ん
で
製
鉄
す
る
と

コ
ス
ト
が
高
く
っ
く
。
こ
の
こ
と
は
ミ
ネ
ッ
ト
の
輸
出
を
大
き
く
妨
げ
て
い
る
。
第
二
に
こ
の
ミ
ネ
ッ
ト
が
燐
酸
塩
を
含
ん
で
い
る

間
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
ト
ー
マ
ス
製
鋼
法
に
よ
っ
て
技
術
的
に
は
除
去
可
能
と
な
り
、
又
そ
の
副
産
物
と
し
て
燐
酸
肥
料
（
ト
ー
マ

ス
燐
肥
）
が
出
来
る
と
い
う
利
点
を
持
っ
。
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
製
鋼
法
は
酸
素
製
鋼
法
、
電
気
製
鋼
法
と
い
っ
た
新
し
い

方
法
が
採
用
さ
れ
、
ト
ー
マ
ス
法
は
旧
式
の
方
法
と
化
し
た
。
か
く
し
て
ロ
レ
ー
ヌ
の
鉄
鋼
業
の
設
備
の
古
さ
が
国
際
競
争
力
を
弱

く
し
て
い
る
。

　
次
に
ロ
レ
ー
ヌ
の
間
題
は
二
次
加
工
産
業
の
発
展
の
遅
れ
が
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
斜
陽
化
傾
向
が
明
ら
か
と
な
り
、

一
九
六
四
年
に
産
業
の
．
再
転
換
を
進
め
る
た
め
の
産
業
適
応
地
区
に
指
定
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
は
更
に
国
家
に
よ
る
追
加
的
な
刺

戟
が
加
え
ら
れ
た
げ
れ
ど
も
、
ロ
レ
ー
ヌ
は
そ
の
鉄
鋼
を
加
工
す
る
工
業
を
発
展
さ
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
隣
接
の
西

独
の
ザ
ー
ル
と
対
象
的
で
あ
る
。
ザ
ー
ル
も
石
炭
地
域
で
、
同
様
に
産
業
の
再
転
換
を
必
要
と
す
る
国
境
の
不
利
た
地
域
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
再
転
換
に
成
功
し
新
た
な
産
業
が
発
展
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ロ
レ
ー
ヌ
で
は
鉄
鋼
の
加
工
は
例
え
ぱ
薄

鉄
板
、
針
金
、
鋼
管
、
レ
ー
ル
と
い
っ
た
よ
う
な
半
製
品
の
段
階
以
上
に
出
て
い
ず
、
せ
っ
か
く
の
鉄
鋼
業
が
、
こ
れ
を
基
礎
と
し

て
ロ
レ
ー
ヌ
に
機
械
産
業
、
重
工
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
た
が
っ
て
い
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
た
こ
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肥
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と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
ロ
レ
ー
ヌ
の
鉄
鋼
業
は
そ
れ
ぞ
れ

外
部
の
金
融
資
本
と
っ
な
が
っ
た
別
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
５
表
は
各
製
鉄
所
と
、
そ
れ
を
支
配
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
示
し
て
い
る
が
、
大
き
く
分
け
て
ベ
ル
ギ
ー
一

グ
ル
ー
プ
、
ク
ル
ー
ゾ
ー
・
ロ
ワ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
、
ｏ
の
巨
冒
グ

ル
ー
プ
、
オ
竃
箒
Ｈ
－
臼
箒
Ｈ
冒
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
．

グ
ル
ー
プ
も
単
一
で
は
な
い
し
、
又
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
一
グ
ル
ー

プ
の
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
つ
も
一
枚
加
わ
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
西

ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ソ
ス
で
も
六
〇
年
代
を
通
じ
て
鉄
鋼
業
の
再
編

成
が
進
め
ら
れ
た
が
、
ロ
レ
ー
ヌ
で
は
考
彗
ま
Ｈ
－
０
０
ｄ
Ｏ
－
◎
『
グ
ル
ー

プ
の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
た
他
は
鉄
鋼
業
の
再
編
成
は
困
難
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
利
害
関
係
の
対
立
す
る
別
の
金
融
資
本
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
て
あ
る
。
鉄
鉱
山
の
鉱
区
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
っ
さ
れ
、
統
一
を
妨
げ
て
い
る
・
こ
の
よ
う

に
外
部
の
グ
ル
、
ブ
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
外
部
グ
ル
ー
ブ
に
従
属
さ
せ
、
独
自
の
工
業
を
発
展
さ
せ
ず
に
・
外
部

グ
ル
、
プ
に
対
す
る
原
料
．
半
製
品
の
供
給
地
と
化
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
外
部
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
の
今
；
の
間
題

点
は
設
備
投
鷺
ロ
レ
、
ヌ
の
利
益
吉
も
、
別
の
地
域
に
本
拠
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
の
利
益
に
よ
一
て
左
右
さ
れ
る
間
題
で
あ
る
・

例
え
ば
ダ
ソ
ケ
ル
ク
及
び
北
フ
ラ
ソ
ス
に
地
讐
も
つ
室
冒
は
ロ
レ
ー
ヌ
の
－
ネ
ッ
ト
の
鉄
鉱
石
と
し
て
の
不
利
性
の
た
め
・

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
間
題
〇
一
清
水
一
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
一
一
三
九
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
一
四
〇
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
一
号
）

ロ
レ
ー
ヌ
の
工
場
の
縮
小
を
計
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

ロ
レ
ー
ヌ
の
も
三
つ
の
問
題
害
レ
ー
ヌ
エ
業
地
帯
全
体
の
統
一
性
に
と
ぽ
し
い
点
で
あ
る
。
ロ
レ
、
ヌ
エ
業
地
帯
の
中
心
は

メ
ッ
ツ
と
ナ
ソ
シ
ー
で
・
二
つ
の
極
を
も
一
た
二
重
性
、
そ
の
調
和
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
こ
こ
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
重
性
は

一
八
七
一
年
の
普
仏
戦
争
で
フ
テ
ソ
ス
が
敗
北
し
、
一
レ
ー
ヌ
の
半
分
を
ド
イ
ツ
に
と
ら
れ
た
時
か
ら
始
ま
る
。
一
八
七
一
年
に
ド

イ
ツ
は
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る
回
レ
ー
ヌ
の
主
要
工
業
地
帯
を
ド
ィ
ツ
領
に
編
入
す
る
よ
差
具
合
畠
髪
設
定
し
た
。
そ
の

中
心
都
市
が
メ
一
ツ
で
あ
一
た
・
こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ソ
ス
に
残
さ
れ
た
の
は
鉄
鋼
地
帯
と
し
て
は
嚢
り
重
要
で
な
い
と
考
え
ら

れ
た
夏
婁
と
く
昌
昌
・
そ
註
ナ
ソ
て
地
区
で
あ
つ
た
。
フ
ラ
ソ
ス
は
ナ
ソ
シ
、
を
中
心
暴
鋼
業
の
再
編
成
を
は

か
る
努
力
を
続
げ
て
き
た
・
か
く
し
て
ナ
ソ
シ
ー
は
メ
ツ
ツ
に
対
立
す
べ
く
運
命
づ
げ
ら
れ
、
メ
ツ
ツ
を
中
心
と
す
る
経
済
圏
と
、

ナ
ソ
シ
ー
を
中
心
と
す
る
経
済
圏
箕
霜
対
立
す
る
性
格
を
持
一
て
い
る
。
一
レ
ー
ヌ
が
再
び
フ
ラ
ソ
ス
の
下
に
統
一
さ
れ
た
現

在
に
お
い
て
・
特
に
第
二
次
大
戦
後
は
ナ
ソ
シ
ー
地
区
は
今
世
紀
初
め
頃
の
重
要
性
に
く
ら
べ
れ
ぱ
メ
ツ
ツ
地
区
に
比
し
て
見
お
と

り
が
し
て
い
る
・
い
ま
言
レ
ー
ヌ
鉄
鋼
業
の
心
臓
部
は
雰
・
・
貴
・
か
ら
皇
。
、
く
旨
。
ま
で
の
工
場
地
区
で
、
ロ
レ
、
ヌ

の
六
菱
の
鋼
が
こ
こ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
ナ
ソ
ア
の
低
抗
が
あ
る
し
、
又
パ
リ
の
政
府
も
ロ
レ
、
ヌ
に
ぎ

．
る
発
展
の
極
を
メ
ッ
ツ
ー
ー
チ
オ
ソ
ビ
ル
に
お
く
こ
と
に
対
し
て
は
歴
史
的
経
緯
か
ら
低
抗
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
二
っ
の
極
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
フ
ラ
ソ
ス
の
地
域
政
策
上
、
今
後
の
発
展
方
向
を
決
定
す
る
妨
げ
と
な
つ
て
い
る
。

３
　
　
ア

ル
　
ザ
　
ス

）１（

ア
ル
ザ
ス
の
経
済
構
造



　
ラ
イ
ソ
の
上
流
地
方
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
麓
に
ー
沿
っ
て
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
か
ら
コ
ル
マ
ー
ル
を
経
て
ミ
ュ
ル
ー
ズ
に

到
る
迄
の
地
域
、
西
ド
ィ
ツ
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ド
（
黒
い
森
）
の
山
麓
に
沿
っ
て
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
か
ら
バ
ー
デ
ソ
・
バ
ー

デ
ソ
を
経
て
フ
ラ
ィ
ブ
ル
グ
、
或
は
更
に
そ
の
南
方
迄
の
地
域
は
ラ
イ
ソ
河
の
流
域
で
、
肥
沃
な
黄
土
に
１
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。

ア
ル
ザ
ス
も
南
の
バ
ー
デ
ソ
も
共
に
農
業
地
帯
と
し
て
有
名
で
、
ア
ル
ザ
ス
で
は
特
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
か
ら
タ
ソ
迄
ワ
イ
ソ
・
ル

ー
ト
が
通
じ
、
ブ
ド
ー
酒
の
産
地
で
あ
り
、
丁
度
ラ
ィ
ソ
を
は
さ
ん
で
対
岸
も
、
西
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
有
名
な
ブ
ド
ー
酒
、
？
９
－

墨
ｇ
ｇ
軍
¢
宇
冒
。
ｑ
ｏ
■
オ
◎
『
乙
・
ぎ
ｏ
ｑ
ｇ
ｃ
ｏ
ｏ
巨
易
。
・
訂
蟹
胃
一
ｇ
◎
幕
『
§
胃
を
産
す
る
。

　
ア
ル
ザ
ス
は
こ
の
よ
う
に
一
般
的
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
農
業
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ
を
中
し

に
工
業
化
も
行
な
わ
れ
て
き
た
。
ア
ル
ザ
ス
の
農
業
以
外
の
主
要
な
産
業
は
繊
維
産
業
、
ポ
タ
シ
ゥ
ム
（
ヵ
リ
）
産
業
、
電
力
、
石

油
産
業
で
あ
る
（
第
６
図
参
照
）
。

　
ア
ル
ザ
ス
に
繊
維
産
業
が
導
入
さ
れ
、
発
展
し
た
の
は
一
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
四
六
年
に
ミ
ュ
ル
ー
ズ
に
大
き
な
捺
染

産
業
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ソ
ド
か
ら
輸
入
し
た
織
物
を
模
傲
し
た
も
の
で
、
イ
ソ
ド
更
紗
と
呼
ぼ
れ
て
大
流
行
し
、
繊
維
産
業

の
基
礎
が
で
き
た
。
そ
の
後
こ
の
地
は
ド
ィ
ッ
領
に
編
入
さ
れ
、
ま
た
戦
後
の
繊
維
産
業
の
斜
陽
化
と
い
っ
た
不
利
な
条
件
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
綿
糸
、
綿
織
物
業
は
現
在
な
お
ア
ル
ザ
ス
に
お
げ
る
支
配
的
産
業
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
ア
ル
ザ
ス
の
経
済
的

な
困
難
の
原
因
で
も
あ
り
、
綿
織
物
の
一
部
は
合
繊
に
ょ
っ
て
お
ぎ
な
わ
れ
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
斜
陽
化
の
影
響
は
大
き
く
、
一
九

五
〇
年
に
は
四
万
人
い
た
織
工
も
一
九
七
〇
年
に
は
二
万
人
に
半
減
し
て
い
る
。

　
ア
ル
ザ
ス
は
地
下
資
源
に
は
と
ぽ
し
い
ｃ
、
・
・
ユ
ル
ー
ズ
の
付
近
オ
Ｏ
昌
９
げ
；
９
の
森
の
地
下
で
一
九
〇
四
年
に
石
油
の
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
カ
リ
塩
の
巨
大
な
鉱
床
が
発
見
さ
れ
た
。
ア
ル
ザ
ス
の
カ
リ
鉱
床
は
世
界
で
三
大
鉱
床
の
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一
つ
に
入
っ
て
お
り
、
世
界
の
カ
リ
生
産
の
一
一
劣
を
供
給
し
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
炭
坑
は
多
く
あ
る
が
石
油
は
殆
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
ア
ル
ザ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
最
も
古
い
石
油
産
出
地

域
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
霊
｝
ｏ
旨
８
旨
の
油
田
は
ル
ィ
一
五
世
の
頃
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
最
近
で
は
中
東
の
石

油
の
方
が
コ
ス
ト
が
安
く
っ
く
た
め
、
一
九
六
三
年
以
後
は
採
油
は
や
め
て
い
る
。
．
し
か
し
石
油
の
精
製
は
続
げ
て
お
り
、
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
の
北
方
、
雰
庁
茅
け
筆
－
く
¢
邑
９
訂
－
昌
一
串
０
口
豪
訂
－
Ｂ
に
大
き
な
精
油
所
が
あ
り
、
原
油
は
南
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
・
バ
イ
プ

ラ
イ
ソ
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
オ
ラ
ソ
ダ
か
ら
の
天
然
ガ
ス
も
供
給
さ
れ
、
又
、
ラ
ィ
ソ
河
、
黒
湖
、
白
湖
の
水

力
発
電
に
よ
る
電
力
な
ど
を
利
用
し
て
化
学
工
業
も
発
展
し
て
い
る
。

　
の
　
ア
ル
ザ
ス
の
問
題
　
　
ロ
レ
ー
ヌ
及
び
バ
ー
デ
ソ
と
の
比
較
に
お
い
て

　
以
上
ア
ル
ザ
ス
の
主
要
産
業
を
見
て
き
た
が
、
若
干
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
こ
の
地
も
独
仏
国
境
に
あ
っ
て
、
戦
争
、
又
は
ド
ィ
ツ
に
ょ
る
占
領
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
点
は
ロ
レ
ー
ヌ
と
同
様
で
あ
る
。

ま
ず
ド
ィ
ッ
の
政
策
に
ょ
っ
て
繊
維
産
業
が
都
市
か
ら
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
の
山
麓
に
お
い
や
ら
れ
た
こ
と
、
国
境
地
帯
に
は
重
要
産
業
に

対
す
る
投
資
が
な
さ
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
過
去
の
問
題
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　
第
二
に
間
題
は
や
は
り
繊
維
産
業
に
対
す
る
依
存
の
大
き
い
こ
と
で
、
繊
維
不
況
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
。
こ
の
影
響
は
特
に
五

〇
年
代
に
大
き
く
、
そ
の
後
、
化
学
工
業
、
機
械
産
業
方
面
へ
の
転
換
が
徐
々
に
進
ん
だ
。
ロ
レ
ー
ヌ
と
の
対
比
で
見
る
な
ら
ぼ
、

ロ
レ
ー
ヌ
は
鉄
．
石
炭
が
中
心
だ
か
ら
戦
後
の
需
要
旺
盛
で
発
展
し
た
が
、
五
〇
年
代
末
か
ら
不
振
と
な
り
、
ま
だ
産
業
の
多
様
化

に
成
功
し
て
い
な
い
が
、
ア
ル
ザ
ス
の
場
合
は
繊
維
を
中
心
に
は
や
く
か
ら
不
況
に
１
見
舞
わ
れ
、
最
近
一
〇
年
問
は
や
っ
と
不
十
分

と
は
い
え
産
業
の
転
換
に
よ
り
近
代
産
業
が
発
展
し
っ
っ
あ
る
。
五
〇
年
代
の
不
況
時
を
対
岸
の
西
ド
ィ
ツ
、
バ
ー
デ
ソ
と
比
較
す

　
　
　
欧
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地
域
経
済
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る
と
対
象
的
で
あ
る
。
ア
ル
ザ
ス
の
雇
用
減
に
対
し
、
バ
ー
デ
ソ
の
発
展
は

目
を
見
は
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
の
地
方
分
権
化
政
策
の
成
功

と
一
般
に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
機
械
、
電
気
、
原
子
力
等
の
新
し
い
成
長

産
業
が
発
展
し
て
い
る
。
例
え
ば
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
で
は
ジ
ー
メ
ソ
ス
、
シ

ソ
ガ
ー
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ソ
ツ
た
ど
が
あ
り
、
労
働
者
の
六
〇
劣
が
こ
の

よ
う
た
成
長
産
業
で
働
い
て
い
る
。
か
く
し
て
ア
ル
ザ
ス
の
貿
易
バ
ラ
ソ
ス

は
赤
字
だ
が
バ
ー
デ
ソ
の
そ
れ
は
黒
字
で
ラ
イ
ソ
河
の
右
岸
と
左
岸
の
発
展

の
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
な
。

　
第
三
に
ア
ル
ザ
ス
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
コ
ル
マ
ー
ル
、
セ
ル
ス
タ
ヅ

ト
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ
と
い
っ
た
町
が
あ
る
が
多
く
は
古
い
伝
統
的
た
美
し
い
町

だ
が
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ
以
外
は
伝
統
産
業
を
維
持
し
て
お
り
、
発
展
の
原
動
力

と
な
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
性
に
欠
げ
る
。
バ
リ
に
つ
な
が
る
幹
線
道
路

も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

４
　
イ
ソ
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
結
果

０
Ｄ
　
共
同
市
場
の
効
果

Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
よ
り
石
炭
と
鉄
鋼
、

鉄
鉱
石
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
、
ま
た
一
九
六
八
年
七
月
か
ら
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
関
税
同
盟
の
形
成
で



全
商
品
に
対
す
る
関
税
障
壁
が
撤
廃
さ
れ
た
が
、
ロ
レ
ー
ヌ
・
ザ
ー
ル
・
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
地
域
、
ア
ル
ザ
ス
・
バ
ー
デ
ソ
地
域
で

国
境
を
越
え
た
形
で
の
地
域
的
単
一
市
場
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
境
を
越
え
た
取
引
は
ま
だ
多
く
の
障
壁
に
ょ
っ
て
妨
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
ま
ず
通
貨
問
題
が
あ
る
。
共
通
通
貨
政
策
、
或
は
通
貨
同
盟
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
は
共
通
農
業
政
策
の
運

営
で
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
農
業
以
外
の
市
場
で
も
別
の
形
で
混
乱
が
発
生
し
て

い
る
。
例
え
ぱ
一
九
六
九
年
以
後
数
次
に
わ
た
る
マ
ル
ク
の
切
上
げ
、
フ
ラ
ソ
ス
・
フ
ラ
ソ
の
切
下
げ
、
又
そ
の
後
に
お
げ
る
共
通

変
動
制
か
ら
の
フ
ラ
ソ
ス
の
離
脱
は
、
単
に
為
替
取
引
上
の
困
難
の
み
で
た
く
、
商
品
の
対
外
価
格
の
変
動
を
通
じ
て
国
境
取
引
に

大
き
な
混
乱
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
競
争
条
件
が
逆
転
す
る
ヶ
ー
ス
、
従
っ
て
商
品
の
流
れ
が
乱
さ
れ
る
こ
と
が
起
っ
て
き
、
安
心

し
て
国
境
を
越
え
た
取
引
が
で
き
な
い
。

　
第
二
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
違
い
が
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
成
立
以
来
、
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
樹
立
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
努
カ
が

続
い
て
い
る
。
し
か
し
現
在
迄
の
と
こ
ろ
、
各
国
問
の
利
害
の
対
立
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
性
の
た
め
、
大
き
た
成
果
を
あ
げ
て

い
な
い
。
石
炭
に
対
す
る
保
護
政
策
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
し
、
石
油
製
品
に
対
す
る
租
税
は
因
に
よ
っ
て
異
な
り
、
共
同
体
内
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
由
流
通
市
場
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
異
な
っ
た
価
格
の
ユ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
生
産
し
、
異
な
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
下
に
あ
る
独
仏
の
企
業
は
単
に
競
争
条
件
が
不
平
等
に
た
っ
て
い
る
だ
げ
で
た
く
、
地
域
内
に
お
げ
る
相
互
の
協
力
を

妨
げ
て
い
る
。

　
第
三
に
商
法
の
違
い
、
杜
会
負
担
の
違
い
、
租
税
制
度
の
違
い
な
ど
も
統
一
市
場
の
形
成
を
妨
げ
て
い
る
。
例
え
ば
租
税
に
っ
い

て
い
え
ば
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
税
制
は
か
な
り
の
部
分
が
Ｔ
Ｖ
Ａ
（
付
加
価
値
税
）
に
統
一
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
制
度
と
し
て
は
統
一
さ

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
一
四
五
）
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れ
た
が
、
そ
の
税
率
は
異
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
国
境
で
フ
リ
ー
バ
ス
に
は
な
ら
な
い
。

　
第
四
に
イ
ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
と
し
て
の
輸
送
網
の
不
足
が
あ
る
。
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
も
、
ロ
レ
ー
ヌ
に
お
い
て
も
幹
線

輸
送
網
が
バ
リ
に
っ
た
が
ら
ず
、
む
し
ろ
西
ド
ィ
ツ
の
方
に
っ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
フ
ラ
ソ
ス
の
地
域
政
策
と
し
て
大
き
な

間
題
だ
が
、
そ
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
連
絡
も
十
分
で
は
な
い
。
ロ
レ
ー
ヌ
で
は
鉄
道
、
自
動
車
道
、
運
河
等
か
た
り
発
達
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
鉄
鋼
生
産
の
た
め
の
原
料
、
半
製
品
、
完
成
品
を
供
給
し
、
又
そ
れ
を
市
場
へ
も
た
ら
す
に
は
輸
送
手
段
が
不
十
分
で
あ

る
。
ア
ル
ザ
ス
Ｈ
バ
ー
デ
ソ
問
で
も
隔
壁
と
し
て
の
ラ
ィ
ソ
河
の
存
在
は
大
き
く
、
し
か
も
ラ
イ
ソ
河
を
渡
る
こ
と
は
世
紀
の
初
め

よ
り
も
か
え
っ
て
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
一
四
年
に
は
橋
を
渡
っ
て
対
岸
へ
行
く
通
過
点
は
一
八
あ
っ
た
が
二
度
の
戦

争
で
破
壌
さ
れ
、
一
定
の
復
旧
は
あ
っ
た
と
し
て
も
現
在
の
通
過
点
は
一
〇
で
あ
り
、
し
か
も
一
方
に
お
い
て
残
っ
て
い
る
橋
は
老

朽
化
と
旧
式
設
計
の
た
め
、
他
方
に
お
い
て
輸
送
手
段
（
ト
ラ
ツ
ク
等
）
の
大
型
化
の
た
め
、
近
代
的
輸
送
に
耐
え
た
く
な
っ
て
い
る
。

　
の
　
資
本
及
び
労
働
の
移
動

　
以
上
見
た
よ
う
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
成
立
に
よ
っ
て
も
市
場
の
統
一
が
は
ば
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
逆
に
国
境
を
越
え
た
資
本
及

び
労
働
の
移
動
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
。
ロ
レ
ー
ヌ
市
場
或
は
フ
ラ
ソ
ス
市
場
に
商
品
を
売
り
込
も
う
と
す
る
ザ
ー
ル
の
企
業
が
ザ

ー
ル
国
境
に
あ
る
本
杜
か
ら
わ
ず
か
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
な
い
ロ
レ
ー
ヌ
の
地
に
子
会
杜
を
設
立
す
る
例
が
多
く
あ
る
び

も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
移
動
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
独
仏
国
境
地
帯
は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ソ
ス
語
の
ニ
カ
国
語
通
用
地
域
で
、
労
働
者
は
流
動
的

で
、
か
つ
て
は
ア
ル
ザ
ス
は
バ
ー
デ
ソ
か
ら
、
ロ
レ
ー
ヌ
は
ザ
ー
ル
か
ら
労
働
者
を
受
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
最
近
で
は
ド
イ
ツ
の

経
済
発
展
が
フ
ラ
ソ
ス
を
圧
倒
し
、
国
境
労
働
者
の
流
れ
は
逆
に
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
西
ド
イ
ツ
ヘ
、
或
は
ス
イ
ス
ヘ
と
流
れ
て
い
る
。



ア
ル
ザ
ス
も
ロ
レ
ー
ヌ
も
共
に
国
境
地
域
に
住
む
人
々
が
国
境
を
越
え
て
他
の
地
域
で
働
ら
く
人
々
の
住
宅
区
域
と
な
り
つ
つ
あ
る
・

そ
の
数
字
は
一
九
六
九
年
の
二
一
、
三
〇
〇
人
か
ら
一
九
七
二
年
に
は
三
七
、
六
〇
〇
人
と
倍
近
く
に
た
っ
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の

方
が
産
業
が
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
労
働
者
の
希
望
に
か
な
っ
た
多
く
の
仕
事
が
あ
り
、
労
働
条
件
も
フ
ラ
ソ
ス
よ
り
良
く
、

何
よ
り
も
賃
金
が
高
い
の
が
魅
力
で
あ
る
（
西
ド
ィ
ツ
の
方
が
税
込
み
で
約
五
〇
％
高
い
）
。
こ
の
よ
う
た
国
境
労
働
者
は
西
ド
イ
ツ
の

産
業
立
地
に
も
影
響
を
与
え
、
例
え
ば
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ソ
ッ
は
ア
ル
ザ
ス
ー
ブ
ラ
テ
イ
ナ
ー
ト
因
境
の
わ
ず
か
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
方
に
工
場
を
建
て
、
ア
ル
ザ
ス
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
資
本
移
動
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
国
境
を
越
え
て
フ
ラ
ソ
ス
内
部
に
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

方
法
は
土
地
が
容
易
に
入
手
で
き
る
こ
と
、
フ
ラ
ソ
ス
市
場
に
直
接
売
り
込
め
る
こ
と
、
又
、
ロ
レ
ー
ヌ
の
一
定
地
域
に
お
い
て
は

地
域
開
発
補
功
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
利
点
を
も
っ
て
い
る
。
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
に
対
す
る
西
ド
イ
ツ
の
投
資
は
過
去
一

五
年
問
に
目
ざ
ま
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
投
資
は
ロ
レ
ー
ヌ
の
北
部
及
び
ア
ル
ザ
ス
の
北
部
に
集
中
し
て
お
り
・

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
ア
ル
ザ
ス
北
部
の
工
業
部
門
の
新
雇
用
の
四
〇
劣
は
西
ド
ィ
ツ
の
会
杜
の
工
場
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
・
西

ド
イ
ツ
資
本
の
他
に
ロ
レ
ー
ヌ
の
北
西
部
は
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
の
資
本
が
入
っ
て
お
り
、
又
ア
ル
ザ
ス
の
庸
部
は
ス
イ

ス
の
資
本
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
第
７
図
は
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
外
国
企
業
の
種
類
と
規
模
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
・

　
外
国
資
本
の
流
入
は
こ
の
よ
う
に
産
業
資
本
だ
け
に
隈
ら
れ
て
は
い
な
い
。
不
動
産
に
対
す
る
投
資
が
多
く
な
さ
れ
て
お
り
・
こ

れ
は
ア
ル
ザ
ス
人
の
反
感
を
か
一
て
い
る
。
モ
ー
ゼ
ル
河
上
流
地
方
及
び
ヴ
ォ
↓
一
山
麓
地
方
に
ド
イ
ツ
人
が
・
ラ
ィ
ソ
上
流
地

方
に
ド
イ
ツ
人
及
び
ス
イ
ス
人
が
セ
カ
ソ
ド
．
ハ
ウ
ス
を
購
入
し
、
週
末
に
、
バ
カ
ソ
ス
に
、
レ
ジ
ャ
ー
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
は
職
を
求
め
て
西
ド
ィ
ツ
に
働
き
に
出
か
げ
、
西
ド
ィ
ッ
の
隣
人
は
レ
ジ
ャ
ー
を
求
め
て
フ
ラ
ソ
ス
に
来
る
・

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
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清
水
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こ
の
よ
う
た
現
象
は

い
る
。

「
ア
ル
ザ
ス
の
再
従
属
化
」
と
さ
え
い
わ
れ
、

フ
ラ
ソ
ス
人
に
不
快
感
を
与
え
、
感
情
的
な
し
こ
り
と
な
っ
て

５
　
国
境
を
越
え
た
協
力
計
画
へ
の
模
索

　
ハ
リ
　
　
ロ
レ
ー
ヌ

　
（

　
ま
ず
フ
ラ
ソ
ス
国
家
の
レ
ベ
ル
で
の
ロ
レ
ー
ヌ
の
開
発
計
画
を
見
よ
う
。
フ
ラ
ソ
ス
で
は
パ
リ
地
区
へ
の
集
中
を
緩
和
す
る
た
め

八
つ
の
均
衡
化
都
市
（
昌
芽
◎
亘
易
ｏ
，
８
邑
葦
¢
）
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ロ
レ
ー
ヌ
に
そ
の
一
つ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

地
域
改
善
の
た
め
の
国
家
の
機
構
と
し
て
ロ
レ
ァ
ム
・
ロ
レ
ー
ヌ
ー
、
○
肉
向
声
竃
－
－
冒
Ｓ
巨
Ｏ
（
一
、
○
お
Ｐ
ま
註
冒
Ｐ
、
異
邑
Ｏ
具
｛
、
声
旨
彗
品
Ｏ
－

豪
鼻
ま
－
、
≧
冨
昌
芽
８
◎
罵
巴
冒
）
が
あ
り
、
　
ロ
レ
ー
ヌ
に
こ
の
均
衡
化
都
市
を
つ
く
る
多
く
の
戦
略
を
考
え
て
い
る
。
　
一
九
六
九

年
の
法
令
で
は
ナ
ソ
シ
ー
・
メ
ッ
ツ
地
区
に
集
中
化
の
極
を
つ
く
り
、
中
央
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
モ
ー
ゼ

ル
河
と
セ
ー
ヌ
川
の
連
絡
、
モ
ー
ゼ
ル
と
地
中
海
、
北
海
と
の
連
絡
の
加
速
化
、
モ
ー
ゼ
ル
と
ザ
ー
ル
と
の
連
絡
た
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
例
え
ぱ
メ
ッ
ツ
…
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ソ
問
の
自
動
車
道
を
パ
リ
迄
延
長
す
る
計
画

は
ま
だ
具
体
化
に
到
っ
て
い
な
い
し
、
又
ロ
レ
ー
ヌ
を
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
サ
ベ
ル
ヌ
ヘ
、
或
は
ラ
ソ
グ
ル
や
デ
ィ
ジ
ョ
ソ
ヘ
連
絡

す
る
こ
と
は
計
画
に
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
し
て
ザ
ー
ル
、
ロ
レ
ー
ヌ
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
に
対
し
、
経
済
・
杜
会
構
造
改
善
研
究
の
た
め
の
支
出
を
行
な
っ
て

来
た
が
、
そ
の
他
に
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
第
五
六
条
に
従
っ
て
地
域
経
済
構
造
を
改
善
す
る
た
め
の
信
用
供
与
を
行
な
っ
て
き
た
。
一
九

六
〇
年
か
ら
一
九
六
八
年
迄
の
問
に
こ
の
額
は
ロ
レ
ー
ヌ
に
対
し
て
八
五
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
、
ザ
ー
ル
に
対
し
て
一
六
〇
〇
万
Ｄ
Ｍ
与
え

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）
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〇
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ら
れ
た
。

　
日
レ
ー
ヌ
・
・
ザ
ー
ル
・
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
地
域
に
は
国
境
を
越
え
た
様
々
な
組
織
が
あ
る
。

　
最
も
古
い
も
の
は
０
０
０
昌
◎
－
・
・
－
竃
易
竺
Ｏ
－
０
０
胃
５
地
域
間
研
究
委
員
会
で
、
こ
れ
は
、
ザ
ー
ル
、
回
レ
ー
ヌ
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
太

公
国
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
州
、
そ
れ
に
西
ド
イ
ツ
の
ト
リ
ァ
ー
の
各
行
政
官
の
代
表
者
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
意

見
を
交
換
し
あ
っ
て
自
国
の
計
画
を
立
て
る
場
合
隣
の
地
域
で
何
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業

問
の
レ
ベ
ル
で
は
－
◎
冒
邑
鳥
ト
員
¢
昌
げ
◎
員
。
・
－
ｏ
ｏ
彗
冨
接
触
委
員
会
が
一
九
六
七
年
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
五
っ
の

企
業
が
代
表
し
て
出
席
し
て
い
る
。

　
特
に
ザ
ー
ル
と
ロ
レ
ー
ヌ
間
の
経
済
開
発
と
地
域
改
善
に
っ
い
て
協
力
し
あ
う
た
め
一
九
六
八
年
に
二
つ
の
協
会
が
っ
く
ら
れ
た
。

一
つ
は
Ｈ
Ｐ
Ｃ
０
◎
Ｏ
杖
萩
守
”
■
の
邑
８
｛
、
心
９
Ｐ
¢
り
◎
Ｐ
Ｈ
Ｈ
、
～
昌
ひ
づ
”
０
ｑ
¢
昌
Ｏ
暮
９
Ｈ
¢
Ｐ
ひ
く
０
Ｈ
◎
Ｏ
り
０
昌
¢
ま
ひ
８
箏
◎
昌
旦
賞
Ｏ
ｑ
窪
『
似
０
ｑ
－
◎
目
守
◎
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

訂
豪
冨
箒
庁
－
Ｏ
冒
巴
冒
（
Ｃ
．
Ｏ
睾
昌
）
　
　
回
レ
ー
ヌ
国
境
地
域
開
発
フ
ラ
ソ
ス
研
究
協
会
　
　
で
あ
り
、
他
は
昌
ｏ
○
易
警
－

。
。
Ｏ
罫
｛
；
員
色
ユ
の
Ｏ
籏
竃
｛
Ｏ
訂
豊
３
昌
昌
竃
胃
訂
岸
Ｃ
０
§
Ｈ
昌
げ
串
（
○
ミ
Ｎ
）
　
　
ザ
ー
ル
経
済
協
力
協
会
で
あ
る
。
前
者
は
ザ
ル
グ

、
、
、
ー
ヌ
に
あ
り
、
後
者
は
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ヶ
ソ
に
あ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｄ
Ｅ
は
市
長
、
議
員
及
び
企
業
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
、
Ｇ

Ｗ
Ｚ
は
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ソ
の
市
の
職
員
、
ザ
ー
ル
商
工
会
議
所
、
そ
れ
に
銀
行
と
建
築
業
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｄ
Ｅ
と
Ｇ
Ｗ
Ｚ
の
両
者
は
連
携
し
あ
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
と
ザ
ー
ル
国
境
間
に
独
仏
商
業
協
カ
セ
ソ
タ
ー
建
設
計
画
を

た
て
て
い
る
。

　
ロ
レ
ー
ヌ
と
ザ
ー
ル
で
は
更
に
地
域
政
策
の
協
力
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
、
公
的
レ
ベ
ル
で
の
会
合
も
持
た
れ
て

い
る
。



　
こ
の
他
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ａ
計
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
ザ
ル
グ
ミ
ー
ヌ
及
び
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ヶ
ソ
地
区
に
一
大
商
業
・
経
済
地
区
を

っ
く
ろ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
仏
両
国
の
商
品
取
引
市
場
や
倉
庫
の
創
設
な
ど
も
含
み
、
独
仏
両
国
で
学
者
、
政
治
家

に
よ
る
研
究
が
た
さ
れ
て
い
る
。
交
通
問
題
、
経
済
構
造
変
革
問
題
、
法
律
問
題
等
多
岐
に
わ
た
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
企
業
レ
ベ
ル
で
は
複
合
化
学
工
業
ザ
ー
ル
ロ
ー
ル
（
○
っ
§
Ｈ
一
冒
）
設
立
構
想
が
あ
り
、
　
こ
れ
は
、
　
ク
ラ
レ
ソ
タ
ー
ル
（
匿
胃
彗
艘
昌

の
繕
油
所
、
カ
ー
ル
リ
ソ
ゲ
ソ
（
冒
ま
烏
彗
）
の
ア
ソ
モ
ニ
ア
エ
場
、
べ
ー
シ
ュ
（
団
窪
９
）
の
肥
料
及
び
フ
ォ
ル
ム
ァ
ル
デ
ヒ
ド
尿

素
工
場
を
結
合
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
計
画
が
進
め
ば
独
仏
国
境
の
経
済
対
立
は
あ
る
程
度
減
殺
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。　

次
に
ア
ル
ザ
ス
と
バ
ー
デ
ソ
の
協
力
関
係
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ソ
河
の
最
も
上
流
地
域
に
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
地
区
も
含
め
て
、

ま
ず
最
初
の
協
力
組
織
と
し
て
寄
。
ｑ
－
ｏ
が
あ
る
。
こ
れ
は
バ
ー
ゼ
ル
を
中
心
と
し
、
ス
ィ
ス
の
北
西
部
、
南
ア
ル
ザ
ス
、
南
バ
ー

デ
ソ
を
結
合
し
た
も
の
で
、
ユ
ラ
山
系
、
黒
い
森
、
そ
れ
に
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
系
で
囲
ま
れ
た
ラ
イ
ソ
地
方
の
経
済
的
、
政
治
的
、
文

化
的
発
展
を
組
織
化
し
、
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
寄
。
・
－
ｏ
は
三
カ
国
の
代
表
か
ら
な
る
協
会

を
設
立
し
、
新
し
い
産
業
振
興
の
た
め
計
画
調
整
と
融
資
を
行
な
い
、
か
つ
、
商
品
の
集
散
地
や
地
域
銀
行
の
よ
う
な
共
通
の
イ
ソ

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ラ
ィ
ソ
に
沿
っ
て
稽
下
っ
た
ア
ル
ザ
ス
の
中
部
地
方
で
は
こ
の
地
域
の
開
発
を
共
同
で
お
し
す
す
め
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ソ
、
・
・

ユ
ー
ソ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
組
織
が
あ
る
。
　
ア
ル
ザ
ス
・
ブ
ラ
ィ
ス
ガ
ウ
利
益
共
同
体
げ
Ｏ
◎
昌
昌
旨
竃
涼
Ｐ
、
巨
忍
み
Ｈ
く
◎
－

壱
旨
¢
≧
。
。
８
ｏ
由
ユ
品
警
（
Ｏ
Ｈ
睾
声
団
）
で
、
フ
ラ
ソ
ス
側
か
ら
は
Ｏ
◎
－
昌
胃
一
〇
毒
げ
奉
巳
胃
一
Ｃ
０
宵
ｏ
の
け
鼻
聖
げ
ｏ
竃
く
旨
似
、
ド
イ
ツ

側
か
ら
は
向
昌
昌
９
巳
鴇
Ｐ
卑
０
亭
冒
囚
－
－
亭
卑
９
乙
・
。
・
彗
の
各
コ
ソ
ミ
ュ
ー
ソ
、
商
工
会
議
所
、
農
業
会
議
所
の
グ
ル
ー
ブ
で
組
織

　
　
　
欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
間
題
（
二
）
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
一
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
一
五
二
）

さ
れ
て
お
り
、
ラ
ィ
ソ
を
は
さ
ん
だ
両
岸
の
経
済
的
利
益
を
擁
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
下
っ
て
ア
ル
ザ
ス
の
北
部
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
付
近
で
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
と
カ
ー
ル
ス
ル
ー
ユ
の
商
工
会
議
所
の
代
表
者

の
定
期
的
た
会
合
が
も
た
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
地
域
開
発
や
経
済
発
展
計
画
に
っ
い
て
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
る
が
特
に
両

都
市
で
共
通
に
利
用
す
る
国
際
空
港
の
建
設
計
画
が
あ
る
。

　
ゆ
　
結
　
　
　
び

　
以
上
各
地
域
に
お
け
る
協
力
関
係
を
見
て
き
た
。
ロ
レ
ー
ヌ
に
お
い
て
は
、
ロ
レ
ー
ヌ
、
ザ
ー
ル
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
の
三
ヵ
国

に
わ
た
る
国
境
地
域
に
お
い
て
、
石
炭
業
、
鉄
鉱
業
及
び
鉄
鋼
業
に
対
し
て
地
域
の
開
発
、
イ
ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
創
設
、

新
し
い
産
業
の
導
入
、
そ
し
て
重
工
業
の
集
中
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
又
ア
ル
ザ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
欧
州
の
中
央
部
に
お

げ
る
交
通
の
錯
綜
し
た
十
字
路
、
即
ち
、
ラ
ィ
ソ
河
を
軸
と
す
る
河
川
交
通
と
そ
の
右
岸
、
左
岸
に
発
展
す
る
鉄
道
、
自
動
車
道
を

あ
わ
せ
て
、
地
中
海
か
ら
北
海
へ
抜
け
る
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
又
そ
れ
と
交
わ
っ
て
パ
リ
か
ら
中
央
ヨ
ー
回
ツ
パ
ヘ
の
通
路
と
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
交
通
の
要
地
と
し
て
の
利
益
を
最
大
限
に
活
用
し
、
産
業
を
発
展
さ
す
た
め
、
ラ
ィ
ソ
の
左
岸
と
右
岸

の
協
カ
が
両
地
域
の
発
展
に
つ
た
が
る
。

　
か
く
し
て
両
地
域
共
色
々
な
協
力
の
試
み
が
た
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
連
帯
と
協
力
は
必
ら
ず
し

も
順
調
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
ま
ず
第
一
に
そ
の
時
々
の
景
気
の
好
・
不
況
に
よ
り
様
々
な
感
情
が
で
て
き
て

協
力
の
推
進
に
水
を
さ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
好
況
時
に
は
市
場
間
題
は
そ
れ
程
深
刻
で
な
く
、
市
場
統
合
を
進
め
よ

う
と
す
る
熱
意
が
不
足
す
る
し
、
逆
に
不
況
の
時
は
他
地
区
か
ら
の
商
品
流
入
に
警
戒
的
に
た
り
、
協
力
に
水
が
さ
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
ロ
レ
ガ
ヌ
の
中
心
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
肩
レ
ー
ヌ
と
ザ
ー
ル
の
協
力
よ
り
も
メ
ッ
ツ
と
ナ
ソ
シ
ー
の
調



整
の
方
が
先
決
で
、
こ
れ
が
ロ
レ
ー
ヌ
と
ザ
ー
ル
の
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
回
レ
ー
ヌ
よ
り
も
ザ

ー
ル
の
方
が
、
又
ア
ル
ザ
ス
よ
り
も
バ
ー
デ
ソ
の
方
が
経
済
発
展
力
が
強
大
で
、
フ
ラ
ソ
ス
側
に
警
戎
心
、
或
は
徴
妙
な
国
民
感
情

の
反
援
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
第
四
に
西
ド
イ
ツ
で
は
地
域
開
発
に
あ
た
り
州
が
か
な
り
の
権
隈
を
も
っ
て
い
る
が
・

フ
ラ
ソ
ス
の
地
域
は
そ
れ
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
、
又
西
ド
イ
ツ
で
は
民
問
の
計
画
立
案
組
織
里
竃
旨
。
・
０
０
零
昌
９
易
０
５
饒
Ｏ
箏
が

地
域
改
善
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
一
定
の
役
割
を
行
使
す
る
が
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
そ
れ
ら
は
完
全
に
公
権
カ
の
下
に
あ
り
、
両
者
の

対
話
が
困
難
な
こ
と
た
ど
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
困
難
を
ど
う
の
り
越
え
て
協
力
関
係
を
樹
立
す
る
か
が
・
た

だ
単
に
ロ
レ
ー
ヌ
と
ザ
ー
ル
、
ア
ル
ザ
ス
と
バ
ー
デ
ソ
の
地
域
に
極
限
さ
れ
ず
、
ド
ィ
ッ
と
フ
ラ
ソ
ス
の
協
力
を
か
た
め
て
い
く
一

っ
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ
（
清
水
）

一
五
三
　
（
一
五
三
）




